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お っ と り 系 キャ ラク ター を 作る ⑳ 














口 調 : 一 だ よ 、 一 だ よね 
1 人称 : わた し 
2 人 称 : あな た 、 あ だ 名 十 ち ゃ ん 


お っ と り し て いて 、 な に を する に も スロ ー。 
た だ 変 な と ころ で 行動 力 を 発揮 する の で 、 
周り に いる 人 は 目 が 離せ な い 。 ' 





甘い も の が 大 好き 。 


| 高 
身 長 : 152 セ ンチ 
好き な 色 は ピン ク 。 


コス チュ ー ム は 
私 立 青 園 学園 普通 科 の 
制服 を イメ ー ジ 







三角 形 の よう な 





MY 
| 前 





靴 は 校則 が な い の で 、 
大 好き な ショ ー ト プー ツ 


ME, 


* こ の 設定 に 登場 する 人 物 な ら び に 団体 は 架空 の も の で あり 、 実 在 す る も の と は 異な り ま す 。 





不思議 系 キャ ラク ター を 作る ⑤ 












表情 が 薄く 、 な に を 考え て いる か わか り づ らい 。 
クー ル な よう に 見 えて 人 情 味 に 熱く 義理 堅い 。 
お 菓子 で 餌付け 可能 。 

お 笑い が 好き 。 

好き な 色 は 緑 。 専攻 は ピア ノ 。 








コス チュ ー ム は 
私 立 青 園 学園 音楽 科 の 
制服 を イメ ー ジ 






こげ 茶 の ニ ー ハ イ に 
ご く 普 通 の ロー ファ ー 








と ③ の キャ ラ を 日 常 シ ー ン で 動か が す 





* お 菓子 好き の ら 人 の 屋上 お 茶会 * 


球技 大 会 の 休憩 中 の 1 コマ 。 体 操 服 と 短パン と 普段 見 られ な い 太 服 が ポイ ント で す 。 
ハチ マキ も お し ゃ れ に 巻い て いま す 。 





* バ レー ボー ル * 


カゲ 色 で 立体 的 に 魅せ る 


色 に は 、 色 合い や 色 の 違い を 表す 色 1 色相 環 
相 、 色 の 鮮やか さ を 表す 彩 度 、 色 の 明 
る さ を 表 す 明度 と いう 色 の 3 属性 が あ 
り ま す 。 こ れ ら の 色 の 違い を 円 上 で 表 
し た も の を 色相 環 と 言い ます 。 色 相 環 
上 で 対称 の 位置 に ある も の は 補色 と 言 
い 、 特 定 の 色 を 浮き 立た せる た め に 有 
効 な 色 で す 。 ま た 、 色 相 環 上 で 隣り 合 
う 色 は 類似 色 と 言 い 、 調 和 や 融 合 を 表 
- し ます 。 ま た 、 ほ と ん ど 色 相 が 変わ ら 
ず 、 彩 度 や 明度 が 違う 色 は 同系 色 と 言 
い 、 光 や 影 (カゲ ) を 表す の に 有効 で す 。 
この よう に 、 色 に は 相性 が あり 、 バ ラ 
ンス を 考え て 塗る こと が 上 達する コツ 




















黄 と 紫 な ら 、 強烈 な 
補色 対比 に な る 。 






補色 混合 に よる 
、 穏 や か な カゲ 色 に な る 。 


* は じ め に 


「 描 き 方 ] だ け で は な い 、 総 合 的 技法 書 と し て 推薦 し ます 
3 で es ゴー・ オ フィ ス 林 晃 


萌え キャ ラク ター は 、 子 供 キ ャ ラ か ら 大 人 っ ぽい キャ ラ ま で 、 バ ラン ス も スタ イル 
の デフ ォ ル メ も 、 実 に 多岐 に わた っ て いま す 。 人 に よっ て 、「 コ レ は 萌え キャ ラ だ 」「 こ 
れ は 萌え キャ ラ じ ゃ な いよ | な ど 、 意 見 が 分 か れる こと も よく あり ます 。 

で す が 、 萌 え キ ャ ラク ター と 言わ れる キャ ラ を 見 て いっ た と き 、 そ こ に は 「 可 愛 く 
見 られ た い 」 と いう 意識 が 、 多 か れ 少 な か れ に じみ 出 て いる …… の で は な いで し ょ う 
か ? つま り 、 萌 え キ ャ ラク ター と は 「 見 られ て いる 意識 を 持っ て いる キャ ラ 」 と い 
うこ と が で きる よう に 思い ます 。 表 情 も 動き も 、 自 然 な 演技 と し て 、 可 愛 ら し さ を 自 
主 的 に アピ ー ル し て いる の が 萌え キャ ラク ター で す 。 で すか ら 、 た だ の 立ち 姿 も 「 た 
だ ず ま ゅ い 」 に な り ま す 。 

で は 、 ど うし た ら そ の よう な キャ ラ を 描く こと が で きる の で し ょ うか ? 


O 〇 
O 〇 
の 


萌え キャ ラク ター は 、 作 画 上 は 「 デ フォ ル メ キャ ラ 」 の 要素 が 多い も の で す 。 デ フォ 
ル メ と いう の は 、 そ も そ も は ボディ ー デ ッ サ ン を 基盤 に し て 生ま れ 、 ボ ディ ー デ ッ サ 
メッ を 基 擬 に ずる こと で 、 より パリ ソー アッ プレ しま すず 。 

それ ゆえ 、 本 書 で 紹介 し て いる 「 人 体 の 基本 的 な 成り 立ち ] や ゃ 「 構 造 」 を 学ぶ こと 
は 、「 自 分 な り の 萌え キャ ラク ター」| を 描い て いく うえ で 大 切な こと で あり 、 大 き な 
力 に な る の で す 。 作画 の 基本 と し て キャ ラ の デッサン が あり 、 そ し て 、 キ ャ ラブ づく り 
の 応用 実践 が 月 え キャ ラク ター の 作画 と も 言え る で し ょ う 。 


本 書 で 得 ら れる も の は 、 実 は 彰 え キャ ラク ター の 描き 方 だ け で は な い の で す 。 
「 こ うな ん だ 」 と いう 発見 や 、「 自 分 だ っ た ら こ うし た い 」 など 、 描 く た め に 必要 な た 
くさ ん の 「 そ そる も の 」 が ここ に あり ます 。 


画 林 晃 (は や し ひか る ) 

1961 年 東京 生ま れ 。 漫画 家 を 経て 、1977 年 に マン が ガ ・ 制 作 事 務 所 Go ofice( ゴ ー オ フィ ス ) を 設立 。「 マ 
ン ガ の 基礎 デッサン 』 シリーズ ( ホ ビー ジャ パン 刊 ) 他 、 国 内 外 50 國 以 上 に も 及ぶ マン ガ 技 法 書 、 
を 制作 し て いる 。 http://www.go-ofice.jp 
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第 1 章 


萌え キャ ラク ター の 顔 を 描く 


萌え キャ ラク ター に 「 萌 え 」 を 感じ る 要素 は 何で し ょ うか ? 仕草 や 表情 、 服 装 な ども 挙げ られ ます 
が 、 特 に 重要 な 要素 と し て 「 顔 」 が 挙げ られ ます 。 

人 は 相手 を 見 る と き に 、 相 手 の 体 の どの 箇所 を 最初 に 見 る で し ょ うか ? そう 、「 顔 」 で す 。 そ れ ほ 
ど 「 顔 」 は 印象 度 が 強い の で す 。 こ の 上 顔 を いか に 可愛 く 、 ま た 感情 豊か な 表情 が 描け る か で 、 萌 え イ 
ラス ト の 「 萌 え 度 | は アッ プ す る の で す 。 














萌え キャ ラク ター の 顔 を 描く に は 、 ま ず 顔 の 「 バ ラン ス 」 を 捉え る こと が 必要 。 
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颜 只 摘 去 方 


顔 は 頭 部 の 一 部 で す 


「 頭 部 ] は 基本 的 に は 、 い わ め ゆる 直方 体 (6 
つの 面 が 直角 に 交わ っ た 6 面体 ) の 中 に 
大 淋 关 _ 阿 风 由 だ ち み 60@ ま しょ う 。 
立体 感 を 出す た め に は 、 正 面 と 側面 (2 面 )、 
背面 、 上 面 と 底面 の 6 面 を 意識 し ます 。 


目 、 鼻 、 口 が 集まっ た 顔 を 正面 と する と 、 
耳 が 付い て いる の は 側面 、 頭 の て っ ぺん は 
上 面 、 あ ご の 下 は 底面 に な り ま す 。 当たり 
前 の こと で す が 、 6 面体 の 立体 的 な イメ ー 
ジ を 持つ こと が 、 リ アル な 存在 感 の ある 
キャ ラ 表 現に つなが る の で す 。 





| 颜面 上 」 は 直方 体 の 正面 で す 


紙 に 顔 を 描く 場合 、 平 面 な 桁 (フレ ー ム ) で 考え る と 便利 で す 。 
縦 x 横 の 比 で 表し た 四角 い 枠 の 中 に 、 大 ま か な ア タリ の 丸 バ ッ テ ン を 描き ます 。 






普通 の 丸 バ ッ テ ン か ら 、 圭 

萌え バラ ンス に よる 丸 バ ッ テ ン へ ヘ へ 3 | 
通常 の キャ ラ の お よそ の 目 の 位置 は 、 縦 線 の 半分 の と ころ 
を 目安 に し ます が 、 萌 え キ ャ ラ の 場合 は も っ と 下 の ほう に 
配置 し ます 。 


正面 の 場合 


正面 顔 の 場合 綻 1 、 横 1 の 割合 の 正 
方 形 の 中 に 卵 型 の アタ リ を 入れ ます 。 


萌え キャ ラク ター の 特徴 と し て は 、 

・ 目 は 大 きく 、 鼻 と 口 は 小さ く 

・ 類 の 線 を 柔らか い 曲 線 で 描い て 可愛 らし 
さ を 出 す 。 

・ あ ご を 細く 描く こと に よっ て 顔 の ライ ン 
を 引き 締め る 。 


な ど が 挙げ られ ます 。 こ の 点 に 注意 し て 描 









縦横 に バッ テン を < ぐ と 月 多 キ ャ ラク ター ら P ぐ な り ま す 。 
入れ ます 。 
の 丸 の ア タリ に 沿っ て 顔 の 形 と 目 の 了 要 
輪郭 線 を 描き ます . ' 
あえ て 類 を ふく ら ま せる 
た め に あご に か け て の 輸 ，、 う 


郭 線 を 、 凹 ませ る こと も 
あり ます 。 












左右 の 目 の 高 さ は 揃 “让 = 
耳 が 付く 部 分 の 輪郭 2 _ 
線 は 凹 ませ て 、 類 の 目 を 大 きめ に 、 左右 
部 分 は 膨らませ ます 。 を 離れ 気味 に 描く と 
可愛 らし さ が 出 ます 。 - 
一 般 的 な 顔 で も 左右 の 目 の 
間 に 、 目 が 1 個 分 と 少し 入 
る くら い が 基 準 で す 。 
上 まぶた の アタ ア 
リ 線 を 基準 に 眉 5 
毛 を 整え ます 。 上 まぶた は 太く 。= 
站 瞳 は 大 きく 
下 ま ぶた の アタ 
リ 線 を 引い て お 
きま す 。 し 


まぶた は 柚 く ーー 還 オデ 





* 目 の 描き 方 は 、 あ と で 詳し く 説 明 し ます 。 


⑨ 眉 毛 の 高 さ は 表情 に よっ て 変わ る の で 、 


ゆめ が し ら 
好み の 位置 で 良い で す が 、 左 右 の 眉 頭 の 高 
Pe cs 右 の 眉 基 の 高 : 眉 尻 の 高 さ が 左右 違っ て も 眉 頭 は 


| 常に 同じ 高 さ が 基準 で す 。 























鼻 は 小さ く 描 きま す . 3 可 【 こ 少 
「、| や 「 く | を 描く 程度 に 。 の Me 他 | りす 2 


鼻 の 位置 は 、 
目 と あご の 中 
間 く らい に 。 





眉毛 は 目 の 丸 さ に 沿う 
よう に 描き ます 。 


③ 口 の 位置 は 厳密 に 言え ば 、 鼻 と あご の 中 間 あ た り で す が 、 自 分 の 絵柄 や 好み で 位置 を 調節 し て 
大 丈夫 で す 。 





標準 的 な 位置 で す 。 算 の すぐ 下 あ た り に 口 を 口 を 下 の ほ うに する と 、 少 し 間延び 
描く と 、 茶 目 つ 気 の あ る し た 感じ に な り ま す が 、 コ ミカ ル な 
可愛 らし さ が 出 ます 。 独特 の 表情 を 表現 で きま す 。 


耳 の 位置 









s 競 。 <<< < 耳 の 位置 は 、 eeeees 
上 の 付け 根 が 目尻 の 高 さ 。 
下 の 付 け 根 が 鼻 の 高 さ 。 


まま ええ 』】 | トメ まえ ええ | 
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目 の 位置 を 横 の 平行 線 よ り 下 に する と 幼い 顔 に な り 、 上 に する と 大 人 顔 に な り ま す 。 


⑥ 出 来 上 が っ た 顔 に 髪 を の せれ ば 完成 で す 。 





目 の 高き を 変え る と 年 齢 の 区 列 が 
付け や すく な り ま す 。 ーー. 





さ に よっ て 子供 っ ぽく な っ た り 、 少し 
ん 風 に も する こと と が で きま す 。 


评 品 





類 の 部 分 を ぷっ く あご は 左右 の 類 の 線 が ぶつ 
りさ せ て 、 柔 ら か か っ た 頂点 で 失っ て いま す 。 
い 曲 線 で 丁寧 に 。 


* 髪 の 描き 方 は 、 あ と で 詳し く 説 明 し ます 。 





正方 形 を 使っ て 描く と 、 子供 キャ ラ や コミ カル な 
キャ ラ が 描き や すく な り ま す 。 
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横顔 の 場合 


正方 形 の 中 に 卵 を 2 つ 重ね た 
形 を 作り ます 。 卵 の 1 つ は 顔 部 
分 、 も う 1 つ は 後頭 部 で す 。 





ね ゐ ⑫ 顔 部 分 の 卵 型 の 縦 半 分 の 位置 に 目 
尻 を 。 さ ら に その 半分 の 位置 に 瞳 を 。 





目 の 位置 に 曲線 の 三角 形 
の アタ リ を 入れ ます 。 


9 目尻 と 耳 の 付け 根上 側 は 
同じ 高 さ に 。 





の 抽 と 耳 の 付け 根 下 側 は 同じ 高 さ 


アー で 
i も 
| 
| 
| 











目 の 位置 は 基本 的 に 顔 の 長 さ の 目 の 位置 を 顔 半分 より 下 に する と 
半分 くら い に 。 鼻 は 小さ め に 。 子供 顔 に な り 、 首 も 細め に 描く と 
顔 が 大 きく 見 えて 、 よ り 子 供 ら し 


さ が 出 ます 。 
眉毛 の 根元 は 目 よ り も 少し 顔 
目 を 横 か ら 見 る と 、 目 の の 内 側 に 入り ます 。 
幅 が 狭く な り 、 暗 も 縦長 Pen 
に な り ま す 。 天 





本 - 
1 )N 9 


ヽ オ ーー 





TO 
で eeeeeaeeeeeee 


3: / 
縦 2 対 横 1 の 比率 が 基準 で す 。 目 と あご の 中 間 の 位置 に 
「 く 」 の 字 の 鼻 を 描き ます 。 


鼻 と 口 は 極力 小さ く 。 
申し 訳 程度 で も アリ 。 









髪の毛 を の せ て 完成 で す 。 


SR 
SN 
SN、 


~ 調 
A 






ュー ンー 
口 を 小さ め に 入れ ます 。 


に 。 


眼鏡 を か けさ せ て 、 ツ ル が 水平 か つ 
レン スズ が 眼球 の 前 に な っ て いれ ば 、 
耳 の 高 さ は OK で す 。 





斜め 顔 の 場合 


斜め 顔 を 描く と きも 、 卵 を 2 つ 重 ね た も の を ベー ス に し ます 。 


ーー ーーー-、 斜め 45" の 場合 は こう な り ま す 。 レレ ーーー-。 
ue ご) ンク 









SN、 a = 


後頭部 の 卵 が 少し 見 えま す 。 


@ 横 の 中 央 線 に 沿っ て 左右 の 目 
の 高 さ を 揃え ます 。 


@ 斜 め 45" 髪 を の せ て 完成 で す 。 


と 広い っ と 尊い っ = 導い っ = 広い っ 





奥 に 見 える 狭い 側 の 目 は 、 幅 が 狭く な り ま す 
( 目 が 奥 に まわ り 込 む た め )。 





アオ リ 
顔 を 下 か ら 見 上 げた 構図 で す 。 卵 型 で 頭 の アタ リ を と っ て 、 顔 の バー ツ を 描き 足し まし ょ う 。 顔 の 角度 に よっ て 目 の 
形 が 変化 する の で 注意 し まし ょ う 。 







横 の 中 央 線 の 丸み に 沿っ て 左 
右 の 目 の 高 さ を 揃え る 。 


顔 が 水平 の まま で 、 目 、 あご の 下 の 面 が 見 える 。 
鼻 、 口 の バー ツ だ けが 線 で 描か な く て も 面 が ある 


上 向き 。 こと を 意識 し て 輪郭 を 描く 。 横 に 中 心 線 が 入っ た ピン ポン 


シノ 玉 を 「 頭 」 と 考え る と わか り 
や すい で す 。 
20 ラカン 


顔 を 上 か ら 見 下ろ し た 構図 で す 。 頭 を 卵 型 で アタ リ を と っ て 、 顔 
の パー ツ を 描き 足し まし ょ う 。 顔 の 角度 に よっ て 目 の 形 が 変化 す 
る の で 注意 し まし ょ う 。 














| 頭上 部 の 面積 が 広く 見 える よう 
| 』』 に な る の で 、 顔 部 分 が 下方 向 に 
圧縮 され た よう に 描く と フカ ン 
らし く な り ま す 。 


横 の 中 央 線 の 丸み に 沿っ て 左 
右 の 目 の 高 さ を 揃え る 。 








さき 





/ 四 、 / ee 
2 で 】 AN 
本 = ーー ノ 
we / 


4 \ 
正面 アオ リ 斜め 45" ア オリ 





斜め 45* フ カン 
(参考 


(1 
| | 
| 


颜 办 各 部 位 


一 一 一 
「 目 ] は 萌え キャ ラク ター を 印象 付け る 部 位 で す 。 表 情 や 感情 を 表現 する 
目 の 描き 方 a EE EE 





目 は 大 きめ に ! 小さ いと リア ル タ ッ チ 寄 り に な っ て し まい ます 。 


萌え キャ ラク ター の 「 目 」 の 基本 形 ーー 


目 は 大 きく 、 カ マ ボ コ の 形 
の よう に 描き まし ょ う 。 





まぶた の 構造 上 、 上 まぶた が 「 カ ゲ 」 に な り 、 
下 ま ぶた に 「 光 」 が 当たり ます 。 
上 まぶた が 「 カ ゲ 」 に な る た め 、 必然 と 上 
まぶた を 濃く 太く 描く こと に な り ま す 。 

上 まぶた は 太く 濃く 描き ます 。 2 


下 ま ぶた は 細く 薄く 描き ます 。 





* 本 書 で は 、「 隊 影 ]」 を 総称 し て 「 カ ゲ 」 と 表記 し ます 。 


萌え キャ ラク ター の まぶた は 「 二 重 (ふた え )」 で ある こと が 多い で す 。 二 重 ま ぶた を 上 手 く 描け れ ば 、 
目 の 表 情 に アク セン ト を 付け る こと が で きま す 。 


「 二 征 まぶた | の パタ ー ン 


上 まぶた を 覆う よう に ある 。 目頭 に チョ コン と 付い て いる 。 
| } | , 


角度 が つい た と き の 「 二 重 ま ぶた 」 


目尻 の 部 分 で 重なっ て いる 。 








最近 の 「 萌 え 絵 ] で は 、「 ま つ 毛 」 は 薄く 描く 傾向 に ある よう で す 。 





目尻 に 1 本 「 ま つ 毛 」 無し 





毛 は 、 そ の 形 を 変化 きせ る こと で さま ざま な 表情 を 表現 で きる 重要 ヵ 
眉毛 の 描き 方 重 織 1 





眉毛 は 、 目 の 丸み に 沿う よう に 描き ます 。 人 司 
目 の 幅 よ り 大 きめ に し て 、 左 右 を バラ ンス よく 整え て くだ さい 。 x 全 


眉毛 の 表情 例 
眉毛 の 向き や 形 で 、 さ まさ まな 表情 を 表現 で きま す 。 





瞳 描 去 方 瞳 を 大 きく 描く と 、 萌 え キ ャ ラク ター らし い 可 愛さ が 出 ま す 。 さら に 瞳 を 


透明 感 の ある 感じ に 表現 で きれ ば 、 瞳 に 潤い が 生ま れ ま す 。 






瞳 の 輸 郭 線 を 太め に 描 
く と 、 目 に 力 が 出 ます 。 


濃い 


実際 の 瞳 は 円 形 で す が 、 デ 
フォ ル メ の 都合 上 、 縦 長 の 
本 円 形 に な る こと が 多い で 
す 。 






薄い 


トニ ーー ーー ング 
目 の 輪郭 は 、 す べ て 線 で 囲う わけ まず 「 瞳 」 全体 が グラ デー ショ ン 
で は あり ませ ん が 、 輪 郭 線 が な い の 色調 だ と 考え ます 。 カ ラー 原稿 は 
部 分 で も 「 あ る 」 と 想像 し て 、 そ 色 で 、 モ ノ ク ロ 原稿 で は スク リー ン 
こ か ら 瞳 を は み 出 さ な い よう に 注 トー ン な ど で 表 現す る と 綺麗 で す 。 
意 し て くだ さい 。 


瞳 の 上 部 の 濃 さ は 、 了 瞳 
孔 の 色 と 同 じ く らい に 。 


障 の 中 央 に 瞳孔 を 入れ ます 。 9 ハイ ライ ト を 入れ る と 瞳 に 潤い が 
生ま れ ま す 。 


SN、 RR 
2 2 
iR ンー 
J 


> A 


ハイ ライ ト は 、 光 が ある ほう に 付き ます 。 瞳孔 を 挟ん だ 反対 側 に 補助 的 な ハ 
イラ イト を 入れ る 描き 方 も あり ま 
す 。 
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目 の 形 目 は 、 正 方 形 の アタ リ を と っ て その 中 に 描き ます 。 目 の 形 で 萌え キャ ラク ター の 
性 格 の 印象 付け が で きま す 。 














下がり 有 目 
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上 が り 目 





細長 、 ま た は 半開き の 目 瞳 は 正方 形 の アタ リ に 合わ せ て 描き 、 上 まぶた の 中 
に 隠れ て いる こと を 意識 し て 描き ます 。 


正方 形 の アタ リ の 下 を 必 ~ を 基準 に 
使っ て 瞳 を 描き ます 。 











下がり 有 目 
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上 が り 目 





目 の 形 で 性 格 の 印象 付け 
水平 下がり 目 上 が り 目 


平穏 な 印象 を 与え ます 。 温和 な 印象 を 与え ます 。 意思 が 強い 印象 を 与え ます 。 





目 の 角度 
水平 な 目 の 場合 


右 半身 の 幅 が 狭く な つて いき 、 右 目 も 幅 が 狭く な っ て いき ます 。 
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狭く な り ま す 。 


こ 幅 が 


左目 も 徐々 【 





























下がり 目 の 場 合 


下がり 目 ・ 細 め の 場 合 


レン ーー 


上 が り 目 の 場合 














顔 前 面 の 四角 形 に パー ス が 付く と 考え る と 、 左 右 半 分 に 分 けた と き 、 消 失点 に 近い ほう の 面 の 幅 が 狭く な り ま す 。 
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目 O 形 OU エゴン と 



































ハイ ライ ト (区 ) を 輪 
部 を 付け ず に 描く 方 法 
も あり ます 。 


























顔 文字 の よう な 記号 的 な 目 (お よび 表情 ) で す 。 
意外 性 の ある コミ カル な 表現 と し て 使う と 効果 的 で す 。 


閉じ て いる 場合 は 線 で 簡略 化し て 表し ます 。 開け て いる と き は 、 構 造 や 形 の 変化 
に 注意 し て 描き まし ょ う 。 


ッッ ーー 












の 


) 





口 を 開け る と 舌 が 出る 場合 が あり ます (省略 する こと も あり ます )。 


横顔 の 輪郭 の 内 
側 に 口 を 描く 表 
現 も あり ます 。 





馬路 型 の 上 の 歯 と 下 の 歯 が あ る と 考え ます 。 上 の 歯 と 下 の 歯 は 
奥 で 軸 に な っ て いて 、 そ こ を 中 心 に し て 口 が 開き ます 。 





アオ リ の 場合 は 、 上 の 
歯 の 下 も 面 が 見 えま す 。 


に we SA 人 8 
口 の 表情 萌え キャ ラク ター の 場合 、 女 の 子 と いう こと も あり 、 口 を 大 きく 開け る の は 
っ IN ee 2 we 


控え る ほう が いい で し ょ う 。 





輪郭 か ら は み 出 る 


萌え キャ ラク ター な ら で は の デフ ォ ル メ で す 。 


耳 の 位置 目 と 鼻 を 基準 に 延長 線 を 引い て 位置 を 決め ます 。 


正面 横向 き 


耳 の 下 の 付 け 
根 は 鼻 の 高 さ 。 





いろ いろ な 角度 に よる 耳 の 形 


前 面 ア オリ 














後ろ か ら 見 た 形 は 簡 
略 化し て 描き ます 。 
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“* ネコ 耳 を 描こ う 


いろ ん な 耳 を 萌え と 言え ば ネコ 耳 。 ネ コ 耳 と 言え ば 萌え 。 女 の に ネコ 耳 が 





付く だ け で 、 萌 え 度 は 3 割増 と いう 礁 威 の 萌え アイ テム で す 。 


ネコ 耳 を 描く ポイ シト 


① 生 え 際 が 頭 部 の どの あたり に な る か を 意識 する 。 
② 人 間 の 耳 は 髪 で 隠す (ネコ 耳 カ チュ ー シ ャ な どの 場合 も 、 
















ーー 耳 は 隠し た ほう が それ っ ぽく 見 えま す )。 
ンー ー、 ン " ろ ⑨ ネ コ 耳 の 賃 感 (ふわ ふわ 、 つ や つや 、 も こも ご) を 表現 する 。 
〆 了 
es 』 き 
7 了 *% 7 
\ 这 
W MM / 
WM 1 H 
\— 殉 
か 
耳 を 描く 位置 は 人 間 の 左右 の 耳 の 高 さ は 
34 耳 の 上 部 。 揃え ます 。 
' 、 耳 だ け じ ゃ な く て 、 し っ ぽ も 付け る , "4 | 2 
、 と 、 さ ら に 萌え 度 は 高まり ます 。 し っ  、、 | 3 へ 
/ 要 っ / 1 
ほ は 、 お 尻 の すぐ 上 の 尾 て い 骨 に 描 AM MF 
きま し ょ う 。 2 人 2 き 
MY が 
し っ ぽ は 意外 と 急所 
で 、 触 られ る と 弱く 
な っ た り し ます 。 
有 ュ の 
アプ ま し っ ぽ の 部 分 は (何故 か 暗黙 の 了解 と し て ) 服 に 切り 込み を 入れ て 通し 
だ ヽ 一 て いる こと が 多い よう で す 。 た ま に 切 り 込み の な い ス カー ト で し っ ぽ を 
りり 用 隠し て いる 場合 、 門 っ た と 同時 に し っ ぽ が 跳ね 上 が っ て 、 一 緒 に スカ ー 
Lan x ト ま で めく れ て し まう と いう お いし い 展 開 も あり ます 。 


耳 は キャ ラク ター の 一 部 と し て 描こ う ! 

ネコ 耳 を 使っ て 感情 を 表す こと も で きま す 。 耳 が ピー ン と 立っ て いる と き は 、 楽 し い 、 嬉 し いと き 。 
毛 が 逆 立っ て いる と 、 和 怒り や お び え を 表し 、 し ゅ ん と 垂れ て いる と き は 、 悲 し みや 弱 々 し さき を 表現 で 
きま す 。 例 えば ツン デレ の 典型 例 と し て 、 顔 の 表情 は 怒っ て いて も 、 耳 や し っ ぽ が ぱた ぱた と 揺れ て 
いる と 、 素 直 じ ゃ な い 性 格 を 描く こと が で きま す 。 


** ネコ 耳 以 外 の ケモ ノ 耳 


ケモ 耳 ( 獣 の 耳 ) は ネコ 耳 だ け で は あり ませ ん 。 ウ サギ 耳 や キツ ネ 耳 な ど 、 い ろ ん な 動物 の 耳 を 付け て み ま し ょ 
う 。 そ れ に より 、 キ ャ ラク ター の 個性 に その 耳 を 持つ 動物 の イメ ー ジ が 付加 され ます 。 


に 
A ネコ …… 気 分 屋 、 孤独 、 人 な つこ い ( 白 ネ コ ?)、 
' / プラ イド 高い (県 ネコ ? ) 
ウサ ギ …… 小 さい 、 可 愛 い 、 人 な つと い 、 弱 い 、 
泣き 虫 、 さ び し ん ぼう 
キツ ネ …… 美 し い 、 賢 い 、 人 を 化 か す 、 気 分 屋 
妖 部 







な ど 


また 、 フ ァ ン タ ジ ー の 世界 で は 人 間 以 外 の 種族 を 作る こと 
も 可能 で す 。 角 を 生やし た り 、 耳 の 形 を 変え た り し て 、 世 
界 観 に 合わ せ て キャ ラク ター を 作り まし ょ う 。 


他 
ペグ ノウサギ 耳 に は フワ フワ 


(( の フリ ル や レー ス が 似 
ノ ) 合い ます 。 





ヾ _ 1 
いと ん 』 

| て 狐 っ 娘 は 玉藻 前 、 の よう 
/ 作 八 、” 43 诸暨 在 TX 一 LT 描 
か れる こと も あり ます 。 








髪型 の 描き 方 マネ キン の 頭 に カツ ラ を の せる よう な イメ ー ジ で す 。 


頭 の 形 が 下 に ある こと を 考え て ボリ ュー ム を 立体 的 に 付け ます 。 
輪郭 と 生え 際 を 捉え よう 


髪型 を 描く と き は 、 ベ ー ス に な る 頭 が 「 丸 坊主 」 だ と 考え て くだ さい 。 





に ーー ラク た 
丸坊主 の ライ ン が 「 生 え 前 髪 の 描き 始め は 「 生 え 際 」 の 位置 を 
际 」 を 示し ます 。 目安 に し ます 。 
36 立体 的 に バナ ナ の 房 で 捉え よう 


萌え キャ ラク ター の 最大 の 特徴 は 、 独 特 の 髪型 に あり ます 。 
萌え キャ ラク ター の 髪 は 線 で は な く 、「 房 」 で 描き ます 。 





美 少 女 フ ィ ギ ュ ア の よう に 頭 と 髪 が 「 頭 の 上 に バナ ナ が の っ て いる 」 イ メー ジ で 
別 パ ー ツ に な っ て いる イメ ー ジ で す 。 す 。 房 の 根元 が 「 つ む じ 」 に 相当 し ます 。 


「 房 ] は 三日月 の 形 に 描き ます 。 


前 髪 が ボリ ュー ム の ある 髪型 の 場合 
は 、 額 の 生え 際 に バナ ナ の 房 が くっ 
付い て いる イメ ー ジ で 描き ます 。 


A OOOO OO OO 





髪 を 「 線 ] だ け で 描い て も 、「 萌 え キ ャ 
ラク ター」 に は 見 え に く いで す 。 
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髪型 の 特徴 


萌え キャ ラク ター の 髪型 は 「 房 ] で 構成 され て いる た め 、 ア クセ ント の 付い た ハネ た 髪型 が 多く な り 
ます 。 敵 は 女 の 命 ! コツ さえ つか め ば 、 あ な た の 萌え キャ ラク ター の バリ エー ショ ン が 広がり ます 。 


ショ ー ト カッ ト の 描き 方 


- 前 髪 の 大 雑 把 な 肉 側 に 入り 込む 
に 髪 の 流 れ 和 和 Sa 髪 の 流れ よう な 髪 の 流 れ 





外向 的 キャ ラク ター 内 向 的 キャ ラク ター 
髪 の 外 ハネ が 多けれ ば キャ ラク ター は 「 外 向 的 ] な 性 格 に 見 え 、 内 側 へ の ハネ が 多い と 「 内 向 的 」 な 性 格 に 見 えま す 。 


髪型 の バリ エー ショ ン 





ば っ つん 分 割 持ち 上 げ 


EE 前 に ‘た 通り 、 前 在 が ボリ ュー ム の ある 迷 型 は 、 額 の 生え 
和 影 验 性 前 に も 描 v 
前 髪 強調 の 描き 方 際 に 「 バ ナナ の 房 」 が くっ 付い て いる よう に イメ ー ジ し ます 。 


PR 





) 房 の 根元 は 、 髪 を 左右 に 分 けた 
「 分 け 目 ] の 上 に 合わ せま す 。 








大 か ら 吉 く 池 か せる よう に | 


する と 、 ボ リュ ー ム 感 が 出 ます 。 


持ち 上 げ 






“や 


N 根元 を 立た せる 





房 の 根元 を 立た せ て 生え 際 を 見 せま す 。 房 の 裏側 の 
生え 際 は 、 毛 の 流れ に 沿っ て 丁寧 に 描き まし ょ う 。 
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セミ ロン グ & る ロン グ ヘ へ ヘア の 描き 方 


髪 が 長く な る と 、 シ ョ ー ト カッ ト の と きよ り も 髪型 の バリ エー ショ ン が 増え 、 ま た 複雑 に も な り ま す 。 
初心 者 に と っ て は ロン グ ヘ へ ヘア は 難し いか も し れ ま せん が 、 描 く 上 で の コツ さえ つか め ば 、 自 由 に へ ア 
スタ イル を アレ ンジ する こと が で きる よう に な り ま す 。 














セミ ロン グ パ ロン グ 
首 が 隠れ て 肩 に か か る 起 i 肩 よ り 下 まで 伸び て いま す 。 
くら い の 長 さ で す 。 8 萌え キャ ラク ター の 場合 、 
\ AM と ん で も な く 長 い 髪 の 女 の 
M 子 を 普通 に いま す 。 
40 
ロン グ ・ 耳 出し ロン グ ・ 耳 隠し 
髪 は 耳 の 付け 根 の 上 に も みあ げ 部 分 を 体 の 
か か り ま す 。 前 に 出し ます 。 
後ろ 次 


頭 の アタ リ を と っ て 、 
そこ か ら 髪 を 足す 。 


毛 先 が 揃っ て いる 。 毛 先 が 細 く な る 。 毛 先 が ウェ ー ブ が か っ て いる 。 






髪 の 房 の 流れ を 意識 し て 、 大 ま か な ア タリ を 
と り ま す 。 


「 髪 の 房 を 紙テープ の よう に S 字 に くね ら せ て 描く 」 
この コツ が 身 に つけ ば 、 自 分 の 好み の 髪型 に 自由 に ア 
レン ジ し て 描け る よう に な り ま す 。 


ーー も 


き 


ブ の 外側 が ) 
らむ 1 





内 側 は ) 
ゆる く 


髪 の 房 が 「S 字 」 に 波打つ よう に 描き ます 。 巻 き 
グセ の 付い た 紙テープ の よう な イメ ー ジ で す 。 細 
め の 房 を 混ぜ る と 効果 的 で す 。 


ee ~~ 
aa we 


1 一 
へ 
\ 
i 
/ 





カー ル の 描き 方 







の 
KJ 


太め の 髪 の 房 を ね じ る よう に 
描き ます 。 
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縦 ロ ー ル の 描き 方 


カー ル よ り も 巻き 方 が きつ 
め に な る た め 、 カ ー ル が か 
か っ て いる 髪 は 平 べ っ た く 
な り ま す 。 


「 つ らら 」 に 幅広 の 
髪 テ ー プ が 巻き 付い 
て いる よう な イメ ー 
CR 


= ロン グ ヘ へ ヘア の 利点 は 、 髪 を 結ぶ こと に よっ て へ アス タイ ル を 自由 に アレ ンジ で 
を 結 う きる こと で す 。 


泊 





髪 は 頭 の 丸み に 沿っ て 、 
結び 目 に 収束 し ます 。 








ツイ ン テ ー ル 
「 萌 え イ ラス ト 」 に 多く 出る タイ プ の 髪型 で す 。 


結び 目 が 1 つ だ と 、 
ポニ ー テ ー ル に な り ま す 。 


sa 根元 を 絞り ます 。 





髪 は 結び 目 に 向 
か っ て 収束 し ます 。 


先端 は 細く し ます 。 S 字 型 に くね ら せ て 描き ます 。 


きっ た 髪 の バ リエ ーション 


下ろ し た ツイ ン テ ー ル 











馬 の し っ ぽ の よう な 形 を し て 
いる の で こう 呼ば れ ま す 。 


三 つ 編み の 手順 





両 脇 の の ひと ③ を クロ ① と ② の クロ ス の 間 先端 を ゴム な ど で 
三 つ 編 み は 一 見 難し そう に 思わ れ ま ス さ せ 、 そ の 間 に ① を また ぐ よ うに ③ を し ば っ て 完成 。 
す が 、 構 造 が わか れ ば 意外 と 簡単 に を また ぐ よ うに ② を 入れ ます 。 

描く こと が で きま す 。 入れ ます 。 


左 を た だ ゴム で し ば る だ け で な く 、 リ ボン や アク セ サ リ ー を 用 いる と ア 
クセ ント に な り ま す 。 大開 深 に 思わ れる アク セ サ リ ー も 、 萌 え キ ャ ラク 
タ ve な ら 大 丈夫 で す 。 


ペア アレ ンジ 





髪 が 短く て も 、 ワ ン ポ イン ト で 結ば な く て も 、 リ ボン を 
結ぶ こと が で きま す 。 ピン で 留め られ ます 。 





カチ ュー シャ 
頭 の 丸み に 沿っ て 描き ます 。 
カチ ュー シャ の 先端 は 耳 の 後ろ に な り ま す 。 












做 


VE 
\ ヽ 


1 ; 


額 と 頭頂 部 の 間 と 耳 の 
後ろ を 通る よう に 巻き 


へ アバ ンド < 前 髪 を 押さ えて サイ ド を 下 


前 髪 を 押さ える の に 使い ます 。 ろ す パタ ー ン も あり ます 。 
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可 -人 萌え キャ ラク ター の 魅力 は 髪型 で す ! 髪型 で キャ ラク ター の 
描こ 特徴 や 魅力 を 存 分 に 出し まし ょ う ! 





ちょ っ と し た 髪型 の アレンジ で も 、 キ ャ ラク ター の 雰囲気 や イ 
ー ジ は 大 きく 変わ り ま す 。 こ こ で は 萌え キャ ラク ター の 髪型 
で よく 描か れる アレ ンジ を 紹介 し ます 。 


アホ 毛 を 描く ! 
萌え キャ ラ に アホ 毛 は 必須 ! アホ 毛 が あ 
る と 元気 いっ ぱい に 見 えま す 。 セ ン サ ー の 
よう に ピコ ピコ 動く と か わい いで すね ! 





2. モミ アゲ 重要 ! 
モミ アゲ の 形 に よっ て 雰囲気 も 変わ っ て きま す 。 シ ャ ギー が か か っ て いた り 、 


三 つ 編 み に な っ て いた り …… モ ミア ゲ も ボリ ュー ム た っ ぷり に 描き まし ょ う ! 





3 . 超 ボ リュ ー ム ! 
ふわ っ ふわ の 髪 に は 思わ ず 触 り た く な る し 、 
サラ ツヤ の 髪 は 思わ ず 撫 で た く な り ま す 。 





4. ツインテール! 
ノ 萌え と 言え ば ツイ ン テ ー ル ! 普通 に 結ぶ だ け じ ゃ な く て 髪 を 巻 








5. 属性 ? ヘア ! ] 誠 99800 
災 や 草 、 水 な ど を イメ ー ジ し た 髪型 で す 。 キ ャ ラク ター の 性 格 や 雰 囲 所 a 47 
も 表す こと が で きま す 。 ファンタジー 世界 で は よく 使わ れ ま す 。 An 





6. スー パー ロン グ へ ヘア! 
現実 で は あり 得 な いよ うな 長 さ の 髪 も 、 萌 え 
キャ ラ な ら 余 裕 で すね ! 髪 が 裾 広がり に 
な っ て いる と 、 よ り 萌 えま す 。 





リリ 4 ハグ を 萌え 系 必須 アイ テム と 言え ば リボ ン 。 も と は 1 本 の ヒモ か ら 、 
1 輪 を 2 つ 作り 、 真 ん 中 を 絞っ て で き て いま す 。 
指 @ 


リボ ン は 太 さ 、 大 き さ 、 形 も さま ざま で す が 、 そ の 形 や 大 き さ 
に よっ て 、 表 せる 効果 が 違っ て きま す 。 


明る い 、 元 気 な 、 お お ら か 、 繊細 、 大 人 っ ぽい 、 
ec 子供 っ ぽい 控え め 、 和 気弱 


/ a と いう よう な イメ ー ジ を も た ら す こと が で きま す 。 
| 義 、 二 ) 普通 じゃ あり 得 な いよ うな 大 き さ の リボ ン で も 軽々 と 付け ます 。 
N の / 
| | 





大 き な リ ボン は それ だ け で 


絞り 部 分 と か ふく らん で いる と ころ の / N \ 1 DE 
メリ ハリ を 付け た り 、 リ ボン の 角 を / も | に な り ま す 。 


A 
M/A NN 
わざ と と が ら せ た りす る と 、 簡単 に 「 人 | 下 外 
可愛 らし い リ ボン に な り ま す 。 \ 


き 


も 
{ 






a KN ノ 1 本 の ヒモ な の で 、 
Me a の 長 さ は 同じ で す 。 


① 重 力 を 無視 し よう ! 


萌え リボ ン に 重 さ は あり ませ ん 。 重力 に 反し て ふん わり さき 
せ た り 、 あ えて 風 の 向 き と 逆 に 流し て みた り し まし ょ う 。 


⑦ 装 飾 に 困っ た ら 、 と りあ え ず リボ ン ! 性 ' 
画面 が 寂し いと き 、 女 の 子 が 地味 な と き 、 服 の アイ デア が | / で 更 se 
思い 浮か ば な いと き は 、 と りあ え ず リボ ン を 描い て み ま 細い リボ ン は 、 ツ ヤ の ある 髪 に は よく 映 
し ょ う 。 それ だ け で 画面 や キャ ラク ター の アク セン ト に 


えま す 。 結 ぶ だ け で は な く 、 絡 め た り 、 


な っ た り 、 萌 えら し さも 一気に アッ プ し ます ! 髪 に 編み 込ん だ り し て も 可愛 いで す 。 


帽子 去 リボ ン と 同様 に 、 帽 子 を か ぶる だ け で 、 チ ャ ー ム ポイ ント に な 
り ます 。 
ww て っ | 髪型 に 変化 を 付け た いと き や イ メチ ェ ン し た いと き な ど 、 帽 也 
AN Ye 6 を か ぶら せ て みる の も コー ディ ネー ト の ひと つ で す 。 


麦わら 帽子 な どの つば の ある 帽子 は 、 お し と や か さや 、 女 の 子 ら し さ を 表 現 で きま す 。 ベ レー 
帽 は 、 走 っ た り 大 きく 動い た りす る と すぐ に 頭 か ら 落 ち て し まう た め 、 お と な し め の 女 の 子 
に 似合う で し ょ う 。 ま た 、 ア クティ ブ な 女の子 は 、 ハ ンチ ング 帽 や キャ スケ ッ ト な ど が 似 合 
いま す 。 

冬 に は ニッ ト 帽 を 耳 ま で か ぶっ た り 、 動 物 の 耳 が 付 
いた 帽子 な ども か わい いで し ょ う 。 

また 、 フ ァ ン タ ジ ー の 場合 、 魔 女 っ 子 に 帽子 は 定番 
で す 。 正面 か ら 見 る と 三角 形 に 見 え 、 上 か ら 見 る と 
円 雛形 に な っ て いま す 。 












や # 
と = a 6 『 
トド ヽ プレ ゆこ NN 
ン Se | ( Tt た / 
Oi | AN 和 Se ( 
Vf NN ， Nh 、 
1 NN - を 1 い 
Uf と FI "「」」 和 人 | に \ 1 
一 の 
\ 1] \ 
f 属 、， 1 4 
Ei | \ NN 
と 人 | いき いい 
\ 6 1 ア UM ] 
/ | 


_/ 大 き な 幅 子 に 髪 を 隠し て いて 、 男 の 子 と 
一 見 男の子 に 見 えま す が …… 思い き や 、 実 は 女の子 で し た と いう オチ 。 










萌え キャ ラク ター は 、 普 通 の キャ ラク ター に 比べ て よく 泣き ます ! 
悲し い だ け で は な く 、 嬉 し いと き に も 泣き 、 怒 っ て いる と き に も 泣き 
ます 。 泣く こと に よっ て 感情 が より 豊か に 表現 で き て 、 さ ら に 女の子 
ら じ さ も グッ と アッ プ 葉 ま す 。 


嬉し 泣き 。 満 面 の 笑顔 で 涙 を 流す 。 涙 は 只 
を ぽろぽろ 流し て いて も 可愛 いで す 。 


2 
ーー 
yy) 
Fe 


怒り 泣き 。 普 段 は 強がっ て いる 子 も 本 当 は が 弱い 
女の子 。 そ の ギャ ッ プ が た まり ませ ん 。 





涙 は 目尻 に 宗 を た め た り 、 目 頭 と \ 
目尻 両方 か ら 流す こと も あり ます 。 





目 に いっ ぱい 涙 が た まっ て いる と 、 瞳 の 
形 も うる うる と し た も の に な り ま す 。 


第 2 章 


萌え キャ ラク ター の 体 を 描く 


第 1 章 で 萌え キャ ラク ター の 顔 の 描き 方 を 学習 し まし た 。 次 は 体 の 描き 方 で す 。 

顔 は 綺麗 に 描け て も 、 ス タイ ル が 悪けれ ば 「 萌 え 度 」 は 極端 に 落ち て し まい ます 。 

彰 え キ ャ ラク ター の スタ イル は 可愛 らし さ を 優先 し た デフ ォ ル メ で 描か れ て いま す が 、 骨 組み や 関節 
の 構造 は リア ル な 人 間 の も の と 同じ だ と 考え ます 。 萌え デフ ォ ル メ で 描か れ て いて も 、 骨 組み の バラ 
ンス が 悪かっ た り 、 関 節 の 曲がり 方 を 無視 し た ポー ズ だ っ た りす る と 、 お か し な 絵 に 見 えて し まい ます 。 
体 を 描く と き で も 人 体 の 構造 を 把握 する こと が 大 事 で す 。 





ee oO いい 
明 え ポー スズ と は 
m= メ >* 「 萌 え ポ ー ズ 」 と は 、 女 性 特有 の 「 し な 」 を 作る こと で 、「 萌 え 」 
基本 は S 字 ライ ン が 生ま れる ポー ズ で す 。「 し な 」 は 「S 字 ライ ン 」 を 使う と 可愛 
コ らし さ が 出 ます 。 女 性 の 体 は 曲線 の 集合 体 な の で 、 曲 線 を 生か し 


た ポー ズ を 作る と 、 可 愛 ら し さ や 色っぽ さ が 表 現 で きま す 。 


脇 を し め る と 
女の子 らし さ が 
出 ます 。 










VAN、 





軽く つま 先立ち を する と 、 足 の ラ 
イン が 綺麗 に 見 え 、 動 き が 軽やか 
に 見 えま す 。 






ト の くびれ を 利用 し て S 字 
a 
| 


| 胸 や 腰 の 出っ張り や ウエ ス 
さ が 強 調 さ れ ま す 。 





「S 字 ライ ン 」 と 「 絞 り 込 み ] を 使っ た 萌え ポー ズ 


S 字 ライ ン 






重心 は 、 両 足 の 間 に 
置き ます 。 


首 を 傾け る こと に 

よっ て S 字 ライ ン が 
ン で き 、「 し な 」 を 作 
る こと が で きま す 。 」 
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[交互 ] で 萌え ポーズ 


人 間 が 歩く と き は 、 左 
右 別 の 手足 が 揃っ て 前 
後に 出 ま す 。 そ の 約束 
ご と を も と に ポー ジン 
グ し ます 。 


左手 を 前 に 置い た 
ほう が 、「 萌 え 度 」] 
は アッ プ し ます 。 








「 ひ ね り 」 で 萌え ポー ズ 


NSR * 





で も 、 体 に 「 ひ ね り 」 
が で きま す 。 













顔 、 胸 、 朋 の 向き を 
変え て 、「 ひ ね り 」 を 
じ さ せる 萌え ポー ズ 
に な り ま す 。 
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より 生き 生き し た 萌え ボー ズ へ 


[絞り込み 」 や 「 交 互 ] や 「 ひ ね り 」 を 利用 し て 、 体 を 大 い に く ね ら せ ま し ょ う 。 くねら せる こと で 
S 字 ライ ン が 生ま れ ま す 。 








萌え キャ ラク ター に ふさ わし い 頭 身 と は !? 


萌え キャ ラク ター の 頭 身 数 は 2 一 6 頭 身 く ちい で す 。 7 頭 身 以上 に な る と 、 大 人 の プロ ポー ショ ン に 
な っ て し まう の で 、「 萌 え 」 の 要素 で ある 「 少 女性 」 を 表現 する の が 難し く な り ま す 。 


so. 





7 頭 身 6 頭 身 5 頭 身 4 頭 身 3 頭 身 2 頭 身 

大 人 の プロ ポー ショ ン 。 萌え キャ ラク ター 中 学生 か ら 高 校生 小学 生 く らい 幼稚 園児 くら 赤ん坊 、 ま た は コ 
萌え キャ ラク ター に す と し て 、 こ と の くら くら い の 頭 身 。 の 頭 身 。 い の 体格 。 ミカ ル な キャ ラク 
る の は 難し いで す 。 い の 大 き さ が 限界 ター の 体格 。 萌 え 
Cs キャ ラク ター で 赤 

ん 坊 は あま り い な 

い の で 、 ら の 頭 身 は 

超 デ フォ ル メ キャ 

ラ と し て 描か れる 

こと が 多い で す 。 





6 頭 身 の 体 の バラ ンス 


晴 え キャ ラク ター は 、 だ いた い 仮想 で 20 歳 未満 の 女の子 を モデ ル に し て いま す 。 そ の 場合 は 、 6 頭 身 
程度 が 標準 と 考え て も 良い で し ょ う 。 6 頭 身 だ と プロ ポー ショ ン の 良い 女の子 を 描く こと が で きま す 。 
rRNA 
こい Nk 





人 体 の 構造 を 把握 し よう 


萌え を キャ ラク ター の スタ イル は 可愛 らし さ を 優 先 し た デフ ォ ル メ で 描か れ て いま す が 、 骨 組み や 関節 の 構造 は リア ル 
な 人 間 の も の と 同じ で す 。 萌 え デ フォ ル メ で 描か れ て いて も 、 骨 組み の バラ ンス が 悪かっ た り 、 関 節 の 曲がり 方 を 無 
視 し た ポー ズ だ っ た りす る と 、 お か し な 絵 に 見 えて し まい ます 。 











[6 頭 身 の 場 合 ] 
と テー 二 
2 
a 
59 
* ウエ メ ド の くびれ と 
ひじ は 半分 の 位置 。 | コ 
ひじ は 腕 の 長 さ の 足 の 付け 根 は 身長 の 
半分 の 位置 。 腕 を 約 半 分 の 位置 。 
下ろ し た と き は ウ 
エス ト の 位置 に 。 
手首 は 足 の 付け 根 や 
の 位置 。 b 
ひざ は 、 足 の 付け 根 
か ら 足 首 ま で の 長 さ 
の 約 半 分 の 位置 。 
b 


「 萌 を え キ ャ ラク ター」 の 体 を 描く と き は 、 
人 体 の 構造 を 把握 する こと が 大 事 で す 。 


TIT TT ITTT OPC TCI, CCITT 


seossooss STV の COEXKLLYO CITT 


5 頭 身 の 体 の バラ ンス 


5 頭 身 は 、 小 学生 高学年 一 中 学生 くら い の ス タイ ル で す 。 6 頭 身 より も キャ ラク ター の 頭 が 若干 大 き 
く な り ま す 。 頭 を 大 きく する と 、 子 供 ら し い ス タイ ル に な り ま す 。 









頭 を 大 きめ に 描く と いう 
より も 、 肩 幅 を 狭く 描い 
て 頭 を 大 きく 見 せる 感じ 
KG 


KCLLXKT ユ スエ エエ スエ K エ メメ SKUKXKKLTTKTYTYXKIIIYYKKINYEKIYYXLLYYTKKYYYKT YYY TIT で YY ov 


KK ススメ ス トミ ) エ KKKXLKYXXXIIAKKKKILIIYTKIYYKIITKXKKKNYYYKYYYKXYYYYPEETYYYYYYYY Terr で すす で で すす で すす すす すす すす で 1 


ら 頭 身 で 顔 を 子供 顔 に す 
る と 、 小 学生 高学年 < 中 
学生 っ ぽ さ が 出 ま す 。 


© 





4 頭 身 の 体 の パラ ンス 


4 頭 身 は 、 小 学生 低 学年 くら い の ス タイ ル で す 。 





| 4 頭 身 で 身長 の 半分 の 位置 を 
股 に する と 、 極 端 に 足 が 長く 
な っ て し まう の で 、 身 長 の 半 
分 の 位置 に へ そ 下 腹部 が く 
る よう に し ます 。 









[エス スス メメ ミ トミ エメ オオ オメ ドド ミオ メメ KTKLIKXXXXJCYXYKY OO TN TT TT TT 


ULM は イメ エ エエ ナナ エト KKTTTXXTTXYYKKKTYYYKKEYNLKXXYYYYYYXYYYYYYY の 





3 頭 身 の 体 の パラ ンス 


3 頭 身 は 、 幼 稚 園児 くら い の ス タイ ル で す 。 








身長 の ほぼ 半分 の 位 
置 が へ そ に な り ま す 。 


re 


2 頭 身 の 体 の バラ ンス 


2 頭 身 は 、 赤 ちゃ ん くら い の ス タイ ル で す 。 ま た 、 超 デフ ォ ル メキ ャ ラク ター と し て 描か れる こと も 
あり ます 。 





/ / 2 頭 身 の 場合 、 身 長 の 半分 の 位 


置 は あご に な っ て し まう の で 、 
半分 の 位置 に へ そ を 持っ て くる 
こと は で きま せん 。 
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胴体 部 分 の ほぼ 半分 の 位置 が へ そ に な り ま す 。 


gOSCOCCCACCCCCCCLLLLLCLAALLLLCLUULLLLUULLLLXTKKTTYKTKK ナ ナス KK エト 、、CCEEXAZ た KKKXIAXKKKAMALLLLLLALLLLLALLLLLLLLU 
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体 の バラ ンス 


重心 で パラ ンス を 取る 


棒 立 ち は 安 定 し て いて も る 絵 に な り ま せん 。S 字 ラ イン を 使っ て 、 体 の し な や か な 曲線 美 を 出し まし ょ 
う 。 し か し その 場合 で も 、 重 心 を 考慮 し た 安定 感 は 必要 で す 。 





頭 、 腰 、 か か と が 重心 の 一 直線 に な 
らぶ と 、 棒 立ち に な る の で 、 ポ ー ズ 
が 硬く な り 、 女 の 子 らし い 柔 ら か さ 
が 出 ま せん 。 


重心 線 ご か ら 地 面 に 伸び る 垂直 の 線 は 「 重 心 線 ] で す 。「 重 心 線 」 が 左右 の 足 の 
間 に 入 っ て いる と 、 安 定 し た 立ち ポー ズ に な り ま す 。 















体 が 斜め に な っ て も 、「 重 心 線 」 
が 左右 の 足 の 間 に あ れ ば 、 倒 れ 
る こと は あり ませ ん 。 


「 重 心 線 」 が 左右 の 足 の 外側 
に ある と 、 踏 ん 張り が 効か ず 、N 
こけ て し まい ます . 


逆 に こと けた 絵 を 描き た いと き は 、「 重 心 線 」 

を 左右 の 足 の 外側 に 持っ て くれ ば 、 そ れ ら 

し く な り ま す 。 
" 一 


「 章 e 線 ,本 

前 に 区 を 中 そば 

る 
和 由 局 证 
et 胡 暑い だ 本 ない 


横向 き の 場合 で も 、「 重 心 線 」 を 左右 の 足 の 間 に 入れ る こと は 一 緒 で す 。 
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足 を 開い た 立ち ボー スズ の 基本 形 は 「A」 


正面 横 






1 小 1 [ Cs パ mm 
EI 4 
月 本 コイ 


足 を 開い た と き の 立 ち ポ ー ズ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 横向 き は S 字 カ ー ブ に な り ま す 。 
の 「A] の 形 が 基本 に な り ま す 。 和 
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AS 





ーー 
を 





k、 【 
的 = 
E 






< デバ 





つま 先 は 軽く 外 に 向き ます 。 足 を 開い た と き の ら S 字 立ち は 、 
「A」 の 形 を 基本 に し ます 。 


内 股 ポ ー ズ で 描く と 
萌え キャ ラク ター ら 
し く な り ま す 。 








さま ざま な 角度 か ら 見 た 体 と バー ツ の バラ ンス 


これ が 基本 前 な 女の子 の プロ ポー ショ ン で す 。 女の子 は 男性 と 違っ て し な や か な 曲線 の 集合 体 で で き 
て いま す 。 胸 や 腰 の 張り 、 ウ エス ト の くびれ な ど で 曲 線 的 な メリ ハリ を つけ て 、 女 の 子 ら し さ を 出 し 


まし ょ う 。 ま た 、 人 体 を パー ツ に 分 ける と 、 球 、 円 筒 、 円 雛 と いっ た 基本 的 な 形 の 集まり で ある こと 
が 良く わか り ま す 。 


6 頭 身 キ ャ ラク ター 








萌え 専用 の デッサン 人 形 を 作っ て み ま し ょ う 





バラ ンス の よい 萌え 人 体 デ ッ サ ン を する た め に 、 
萌え 専用 の デッサン 人 形 を 作っ て み ま し ょ う 。 
パー ツ ご と に 分 か れ て いる 「 美 少女 フィ ギュ ア 」 
を 思い 浮か べ る と 理解 し や すい で す 。 


而 








到 第 SR し ませ ん 。 





人 BE 
細め に 描き ます 。 


頭 の 中 心 軸 
NR 





と 4 
4N 
首 の 中 心 電 首 o 中 心 到 
た ま に 、 首 の 位置 が ずれ て いる イラ スト 頭 の 中 心 軸 と 首 の 中 心 軸 が ずれ 頭 の 中 心 軸 と 首 の 中 心 軸 が 一 致 
を 見 か ける と と が あり ます が 、 頭 の 中 心 て いま す 。 し て いま す 。 


軸 と 首 の 中 心 軸 を 一 致 さ せれ ば 、 ず れ た 
絵 に は な り ま せん 。 










正中 線 に よる 左右 バラ ンス 


正面 を 向い て いる と き に 、 体 の 表面 の 真ん中 を 通る 中 心 線 の こと を 正中 線 と 言い ます 。 正 中 線 を 挟ん 
で 左右 の 形 は 対称 な の で 、 パ ー ス の 変化 に よる 奥行 き 表 現 の 確認 が し や すく な り ま す 。 





万 丰 过 -村民 
大 3 で 


つ T た St っ ひい! る 


. ss 
站 RN 
es さき od っ 
想 元 位置-<3 


首 の 中 心 線 に 鎖骨 
の 根元 が きま す 。 


ゃ *-- 肩 の ライ ン が 

ずれ て いる 。 
鎖骨 の 根元 が 中 心 線 か ら 
ずれ て いる 。 





隠れ て いる 後ろ 肩 か ら 
脇腹 へ 線 が 出 ます 。 


1 に ーー ー アオ リ と フカ ン を 使う こと で 、 縦 方 向 
アオ ノ と フカ ン の バラ ンス に パー ス が つき 、 ダ イナ ミッ ク な 体 の 
rf) rt ペ バラ ジジ 六 が 年 組ま す 。 


丸み を 捉え る 曲線 が アオ リ と フカ ン で 
は 逆 向 き に な る の で 要 注 意 で す 。 





| 
区 





鎖骨 の 根元 と 乳首 を 結ぶ 三角 形 
が 「 正 三角 形 ]」 に な る と 、 ほ ど 
よい プロ ポー ショ ン に な り ま す 。 





直方 体 の 組み 合わ せ で 「 ーー 
考え る と 、 イ メージ が = 
つか みや すい で す 。 イエ 


| 





人 物 の パー ス は 控え め に ! 


シン 





と の 程度 の パー ス な 
ら 、 体 の 中 心 軸 か ら 
左右 の 肩 の 幅 は ほぼ 
同じ に 見 えま す 。 





奥 の 肩 の 幅 は や や 中 心 軸 か ら 左 右 の 
狭く 見 えま す 。 肩 の 幅 が 、 極 端 に 
違う よう に 見 える 。 








フカ ン の 場合 の カメ ラ 目 線 は 
「 上 目 遣 」 に な り ま す 。 


| 
f 1 N 
N、 
NN SN いい 
\ 








フカ ン の アン グル は 胸 の 
谷間 が 見 え や すい の で 、 
セク シー さ を 強 調 す る 演 
出 が で きま す 。 


服 の 影 を 体 の 立体 に 合わ せ て 
つけ る と セク シー さ が 出 ます 。 っ 








ミッ ーーーーーー 


¢ { 
ン io 
一 一 一 








S 字 ライ ン を し っ か り と 。 
棒 立ち に な ら な いよ うに 。 


下方 向 に パー ス が 付く の 
で 、 下 に 向かう ほど 間隔 
が 狭まっ て きま す 。 


アオ リ 


パー ス が 上 方 向 に 付き ます 。 


に - 
トー 





フカ ン を 使う と 、 全 身 を 描い て も 頭 部 を 大 きく する こと が で き 、 


顔 の 細部 まで 表情 豊か に 描く こと が で きま す 。 





肩 、 腕 、 手 の 指 ぎ 方 


局 













肩 、 腕 、 手 は 、 合 わせ 
て 上 肢 と 呼ば れ 、 一 体 
化し た 動き を し ます 。 
特に ボディ ー に つなが 
る 肩 は 重要 で す 。 





首 の 筋 は 、 耳 の 後ろ か ら 鎖 
骨 の 根元 に つなが り ま す 。 


鎖骨 は 、 肩 の 上 部 に 
ミュ ンー や つなが り ま す 。 


ーー 


肩 は 三角 で 盛り 
上 が っ て いま す 。 
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背中 側 に も 脇 の 
筋 が あり ます 。 


外 人 
を 






肩 を 上 げ る と 、 鎖 骨 が } 
上 が る の で 、 首 か ら 肩 
の 幅 が 狭まり ます 。 きゃ 








ダ 」 肩 の 筋肉 に 引っ 


/ 有 | 振ら れ て 、 胸 が 
/」 上 が り ま す 。 





肩 は 三角 形 の 筋肉 の 
カバ ー が の っ て いる 
ひじ は 下げ た と き は ウエ スト の 位置 に ある イメ ー ジ で す 。 

の で 、 腕 を 上 げた と き は 肩 を 中 心 に コン パ 

ス の 原理 で 、 肘 の 位置 を 決め ます 。 



















肩 甲 骨 首 か ら 肩 まで の 幅 が 狭く な り ま す 。 
ヘリ を ちょ こっ Se 
と 描き ます 。 ーー ニー ーー 
腕 が 接続 する 部 分 
80 の スペ ー ス を と り 
直方 体 で 考え る と 
イメ ー ジ が つか み 
や すい で す 。 
肩 甲骨 の 下 | 
側 は 下 乳 の / 
高 さ で す 。 隠れ て いる 部 分 に も 
注意 し まし ょ う 。 
背骨 の 凹み 線 の 背骨 の 凹み の 線 は ウエ ス 
こと の へ ん に タッ ト あ た り で スッ と 細く し 
チ を 付け て 線 を て 消え る よう に し ます 。 





太め に し ます 。 







jr 2 

| / 首 の 付け 根 か ら ボ コッ 
と ふく らん で 、 背 中 の 
ライ ン が 流れ る こと は 
あり ませ ん 。 


| 首 か ら 背 中 へ の ライ ン 

/ は 、 背 骨 に 沿っ て いる 

て の で 、 ス トン と 落ち る 
感じ に な り ま す 。 


腕 は 前 後 左右 に 上 げた り 、 曲 げた 
り 、 ひ ね っ た り 、 と て も 自由 に 動 











腕 は 筒 状 の 形 
の も の だ と 考 
えま し よう 。 













ー 


ンー 腕 の 切断 面 の アタ リ を 
入れ る と 立体 感 が 出 て 、 
太 さ の イメ ー ジ が わか 


関節 りや すく な り ま す 。 


ひじ は ウエ スト の 位置 


凸 
関節 の 部 分 で は 凹み 、 腕 


この 位置 の 幅 を 
広げ て 、 ふ くら 
自体 の 外側 は ふく らん で み を 付け ます 。 
いま す 。 曲 線 の 凸凹 の メ 四 
リハ リ を 付け る と 女の子 | 手首 は 股 の 位置 


らし く な り ま す 。 


手首 は 細く し ます 。 







13 
的 ひじ は と が っ て 
時 R いま す 。 


0 ら 
ら 区 
お a 
ラン 2 ふく らむ 
ka 腕 の 内 側 は 、 平 
べ っ た い 感じ で 
ず すず 。 
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下 乳 と 肩 甲骨 の 下 側 は 
同じ 高 さ で す 。 


萌え キャ ラク ター の 場合 は 、 筋 
肉 を 意識 し すぎ る と マッ チョ に 
な っ て し まう の で 、 体 は 細身 に 、 
線 を 少な め に 柔らか い 曲 線 で 描 
きま し ょ う 。 


ひじ の 部 分 は 、 
ーー 出っ張り を ちょ 
こん と 描き ます 。 


スル 


「 ) 


N | 一 


N | 一 


手 は 顔 の 次 に 表情 の 多い 部 位 で す 。 
開い た 手 












る 
“ 出っ張り 
| 
@ e 1 ラー 
中 指 は 腕 の 中 心 軸 上 を 出っ張り 手首 の 断面 は 
通り ます 。 少し 描く 。 椿 円 形 な の で 、 
横 か ら 見 る と 


細く な り ま す 。 






ここ か ら 


曲がり ます 。 


傾け た 場合 も 、 手 首 の 中 
心から 中 指 に 中 心 軸 が 通 
る よう に し ます 。 

開い た 指 が 手首 の 付け 


根 中 心 に 集まる よう に 
描き ます 。 





握っ た 手 








指 は 内 側 に 向き ます 。 


Ff る 
平ら に 並び ませ ん 。 


人 差し 指 と 中 指 が 前 に 
出 ます 。 


さま さま な 角度 の 手 










上 


爪 は 縦長 の 四角 形 爪 の 根元 を 描か な 
で 描き 、 先 を 少し い 、 簡 略 化し た 描 
と が ら せ ま す 。 き 方 も あり ます 。 





指 と 指先 は 細く 、 指 先 
に 緊張 感 を 持た せ 、 し 
な や か な 曲線 を 意識 し 
て 描き ます 。 
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肩 、 腕 、 手 を ボイン ト に し た 萌え ポー ズ 


| 指 は 軽く に ぎる よう に 
する と 、 女 の 子 ら し い 
手 の 表 情 が 出 ます 。 


人 差し 指 を 立て た 手 
の ボー ズ 。 す まし た 
顔 と セッ ト で 描く と 
効果 が 倍増 で す 。 










人 差し 指 を 立て た 手 の 形 
を 応用 する と 、 携 帯 を 持 
つ シ ー ン が 描け ます 。 
87 
と の 3 本 指 の 第 一 関節 で 
引っ か ける よう に し ます 。 
N 





ガッ チリ と 握り ませ ん 。 
指先 で 軽く 持つ よう に 。 





下肢 と 呼ば れ 、 立 つ ・ 座 る ・ 
歩く ポー ズ の 要 に な り ま す 。 






6 頭 身 の 場合 は 身長 の 約 半分 が 
股 の 位置 に な り ま す 。 


OLKIIYXTKKYLIUYIXLKKYYXAKKLLYYKEEXTYKKIAYYXKIKYTIYLKLIINKKKUMIKKXLIYXCXKYPTKYKKYUYXYKYYYYYKKYYYYYYYYYYYYYSYYYYYYYYYYYYYPYYYYPCLCCCLPCCPCLCPKPYYTYYYLLYYLLTYLLD 






股 の 部 分 に すき 間 が 
で きま す 。 






足 は 、 骨 の 後 
ろ 側 に 筋肉 が 
6 ある の で 、 後 
| (< 
内 が 付き ます 太もも が くっ ろ 側 が ぶっ く 
付き ます 。 Ue 


DT TOOT OO TOO IO NT TT TT TT 










ICI TT TTT CT CT CT TIT TT TT TTT TT I TI TTT TITTTT TIT TTT TIT 


ふく ら み 


本 来 、 足 は 外向 き で す 


が 、 内 向き で 内 股 に 0 
了 イメ ー ジ で す 。 隠 れ て 
する と 萌え キャ ラク いる 線 に も 注意 し ま 
ター の 感じ が 出 ま す 。 し ょ う 5 
斜め 向き 


左足 で 隠れ て し まっ て 
いる 右足 の 後 側 の 線 は 、 
お 尻 の 付け 根 に 向かい 
事績 s 


足 は 円 柱 だ と 
意識 し ます 。 





足 の 可動 範囲 4 


人 
足 の 付け 根 と 膝 関 節 の 見 え 方 が i 
どう 変化 する か 注目 し まし ょ う 。 MM 





グ 







ポコ ッ と 太く 
な り ま す 。 


断面 は 橋 幅 





ひざ を し っ か り 
描き まし ょ う 。 


凹み ド 





折れ の 部 分 は ひざ に ひざ を し っ か り 折れ の 部 分 に 食い 
ひざ の 厚み 食い 込む よう に 描き ます 。 描き ます 。 込み の アク セン ト 。 
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NE et 


下着 の 丸み で 立体 感 を 
出し ます 。 





リア ル に 描か な く て も 、 
ポイ ント と し て ちょ こ 
っ と あれ ば いい で す 。 





ひざ の 裏 に は 
足 の 上 の 筋肉 












と 下 の 筋 肉 の 
橋渡し を する 尻 肉 が 上 が 
筋 が あり ます 。 | り ま す 。 









曲げ る と 折り ジワ が 


ーー 





/ 


ひざ が ここ まで 曲がる と 
筋 が 隠れ ます 。 






足 の 形 


足首 か ら 先 の 表情 
を と 9b つう 4 









へ 


we 


の で 、 地面 に ベッ タリ と ~#-- 
着き ます 。 _ ‘ 


足 は 三角 形 が 基本 で す 。 





アキ レス 膝 







足 の この 部 分 が 
地面 に 接し ます 。 


% 






か か と は 円 形 で 、 立 体感 
が あり ます 。 








本 < 足 が 中 に ある こと 


主 に 女 学 生 が 履い て いる 
ヒー ル ( か か と ) が 低い 
革靴 で す 。 






先端 は と が っ て いま す 。 





女性 用 サン ダル 。 き ゃ し ゃ な 造り で 
飾り が 多く 、 た いて い の 物 は ピン ヒー 
ル で す 。 
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SN 
花 の 飾り が 付い て いる ヒー ル が 高い の で 、 つ ま 先 立ち 
も の も あり ます 。 の シル エッ ト に な り ま す 。 


人 


つま 先 と か か と が 覆 わ れ て 、 足 の 甲 が 露出 し て いま す 。 
ヒー ル は 少し 高め で す 。 










パン プス の よう に 甲 が 露出 する 靴 で 、 ヒ ー ル が 
高い 。 だ いた い の 物 が ビン ヒー ル ( 細 い ヒ ー ル )。 
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ハイ ヒー ル は つま 先立ち に 
な る の で 、 足 を 長く 、 細 く 
見 せる 効果 が 出 ます 。 





た y 


甲 に ベル ト が つい て いる 


も の も あり ます 。 
か か と が 上 が り ま す 。 





二 
校舎 内 を 歩く と き 履 きま す 。 つ 
ま 先 に 色 が 付い て いる タイ プ で 、 
3 学年 の 場合 は 青 、 赤 、 緑 な ど 
で 色分け され て いま す 。 
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カジ ュ ア ル な ファ ッ シ ョ ン に 合わ せる と 、 
スポ ー テ ィ ー な 感じ が 出 ます 。 





残り の ひも で 蝶々 
結び を し ます 。 


結び 方 の 一 例 | / 
// NN NG 
ea 


Boe ws 











2 
交互 に 編ん で いき ます 。 


靴下 









ロー クル ー ソ ックス 
一 般 的 な 長 さ の 靴下 で す 。 


ハイ ソック ス 

(ニー ソック ス ) 
(ニー ハイ ) 

ひさ ざさ 下 まで の 丈 の 靴下 で す 。 
白 だ け で な く 黒 や 紺 、 さ ま 
ざま な 色 が あり ます 。 











ルー ズ ソ ックス 
90 年 代 後半 に 流行 し まし 
た 。 最近 で は 少数 派 で す 。 


に 肛 
| 

プア 每 
た る み は ボ テッ 
) と し な いよ うに 。 内 
オー バー ニー ソック ス 







足首 に た る (オー バー ニー 

み の 束 が 集 ひざ (ニー) より 上 (オー 
SG 「Z」 形 の バー) の 丈 の 靴下 で す 。 

し ます 。 シワ を 描く 


この タイ プ の 靴下 を [二 一 
ハイ (ソック ス )」 と 呼ぶ 
人 が 多く 、 間 違っ た 呼び 方 
が 一 般 的 に な っ て し まい ま 
し た 。 





テ フ ォ ル メ 
キャ ラク ター を ょ 措 こ ご こう! 


デフ ォ ル メ と は 、 モ チー フ の 形 や 特徴 な 
ど を 単純 化 や 、 誇 張 し た りす る こと で す 。 
デフ ォ ル メキ ャ ラク ター と は 、 ミ ニキ ャ 
ラ と も 呼ば れ 、 ギ ャ グ シ ー ン や 、 イ ラス 
ト の カテ ゴリ ー の 一 種 と し て 、 よ く 描 か 
れ て いま す 。 特 に 萌え イラ スト に お いて 
は 、 キ ャ ラク ター の 可愛 らし さ を さ ら に 
引き 立て る た め に 重要 な 役割 を 果たし て 
いま す 。 

ここ で は 簡単 で す が 、 デ フォ ル メ キャ ラ 
クタ ー の 描き 方 に つい て 見 て いき ます 。 
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デフ ォ ル メキ ャ ラク ター の 人 簡単 な 描き 方 と し て は 、 ま ず 頭 身 を 低く する 
こと で す 。 実際 の キャ ラク ター の 頭 身 よ り も 頭 身 が 低く な っ て いれ ば 、 
それ は デフ ォ ル メ と 言え ます 。 実際 に は 2 一 4 頭 身 くら い が 多 い の で は 
な MC で しょうが か 5 


デフ ォ ル メキ ャ ラク ター で 一 番 大 事 な 部 分 は も ちろ ん 顔 で す 。 そ の た め 、 
顔 の 大 き さ や 形 は 変わ ら な く て も 、 頭 身 が 低く な る に つれ て 、 パ ー ツ の 
細部 の 描き 込み や 手足 の 長 さ は 省略 され て いき ます 。 顔 は 同じ で も 、 頭 
身 を 変え る と また 違っ た 印象 に な り ま す 。 


2 頭 身 








顔 を デフ ォ ル メ す る 場合 、 一 番 強 調 す る 部 分 は 目 で す 。 和 輪郭 は 縦長 の 輪郭 か ら 、 球 に 近く 
な っ て いき ます 。 顎 の シャ ー プ さや 首 の 長き 、 鼻 な どの パー ツ の 凹凸 も る な く な っ て いき 、 
目 が どん どん 強調 され て いき ます 。 






デフ ォ ル メキ ャ ラク ター で 感情 を 表現 する 
場合 は 、 眉 毛 と 目 、 口 で 表現 し ます 。 デ フォ 
ル メ キャ ラク ター の 場合 は 、 怒 っ て も 泣い 
て も 可愛 らし さ が あ り ま す 。 


また 、 萌 え キ ャ ラク ター の デフ ォ ル ヌメ の 場 
合 は 、 丸 っ こさ や ぷに ぷに 感 な ど が 特に 重 
要 で す 。 季 ら か そう な ほっ ぺた や 、 ふ わ ふ 
わ の 長 な ど 、 デ フォ ル メ キャ ラク ター 化し 
て も 、 デ フォ ル メ する 前 と 変わ ら な い 要 素 
Si 


頭 身 が 低い キャ ラ は 、 手 足 も デ フォ ル メ が 必要 







スー パー デフ ォ ル メ さ れ た 子供 っ ぽい 萌え キャ ラク ター の 
手足 で す 。 


デフ ォ ル メ ・ 手 





指 は ソー セー ジ の 
よう に 描き ます 。 


NM 


SP 
“ 基 


| ます 。 2 
2 生 


指先 を 少し 太め に 強調 
する 描き 方 も あり ます 。 


(更 -uc ) 


er 


デフ ォ ル メ ・ 足 


直方 体 で 足 の 形 の 基本 形 を 
描き ます 。 


\ 


親指 を ポコ ッ と 出し 、 
残り 4 本 指 は 簡略 化 
し た 描き 方 で す 。 


1 
の の 


全部 の 指 を 描く 場合 も 、 な め ら 
か な 曲線 で 表し ます 。 





甲 の 部 分 を 斜め に 
削っ て 作り ます 。 





靴 を 大 きめ に し て 可愛 
らし さ を 出 す 方 法 も あ 
り ま す 。 





スー パー デフ ォ ル メキ ャ ラ は 0 
足 を 小さ め に 描く と 可愛 らし 
さ が 出 ます 。 


腰 


腰 の 基本 形 


腰 の 幅 は 肩幅 


ぐら いで す 。 





腰 と お 尻 の 立体 感 

















腰 の 脇 は 、 足 の パー ツ が 
ふく ら み と な っ て 付い て 
いま す 。 


パン ツ の 線 の 丸み を 
立体 的 に 描く と と で 、 
お 尻 の ボリ ュー ム が 
表現 で きま す 。 


人 
| バー ツ 構 造 な ど を 説 
。 明 し て いる の で コッ 
く な っ て し まっ て い 
| / ます が 、 彰 え キ ャ ラ 
| クター は 線 を 整理 し 
| て 、 し な や か な 曲線 
を 使っ て 描き まし ょ 


) こち ら は 筋肉 や 体 の 


お 尻 と 体 の バラ ンス 
体 の ボリ ュー ム が 増え る と 、 お 尻 も 大 きく な り ま す 。 


頭 身 の 差 に よる 形 の 変化 





2 本 の 筒 が 並ん を で いる 
イ メ ーー ジ (の 5 










ノー へ パス ト の 根元 は 
脇の下 か ら で す 。 


108 










ーー 


ーー な < く リア (< 
6 っ )/ Ne 
/ 


に “ 

M N 
乳首 は 外側 に 有 
向き ます 。 


NE osma ome 
心 中 4 下 


プー へ の 中 心 線上 ! 本 







< 
ここ 


< に 3 A 


だ \\ 乳房 頂点 の 乳首 の 高 。 ノ 


下 ん 
「 科 1 > 
と | の 4 まぐ 本 7 
[可 さ を 結 ぷ 線 は 鎖骨 と --- 2 に ーー 
平行 で す 。 > 
i 全 正中 線 は 乳房 の ゴー ー 
| 谷間 を 通り ます 。/ 」 
1 
a ノ 





| の / 


基本 形 

















| ストラップ ( 肩 ひも ) 
へ 


た ワイ ヤー が あ 
カッ プ り ます 。 
乳房 を 収め ます 。 


フチ に 細か い フ リル 
(フリ ル 無 し も 有り ) 






\ 


肉 の 食い 込み を つけ る 
と 、 女 の 子 の 体 の 柔 ら 


110 か さ が 出 ます 。 


装飾 が 施さ れ て いる 
タイ プ も あり ます 。 


ブラ ジャ ー を つけ る 、 外 す と いう 
行為 は 女の子 特有 の も の な の で 、 
これ が 丁寧 に 描け れ ば 萌え ポイ ン 
ト に な り ま す 。 





下着 を 女の子 に と っ て は 下着 も ファ ッ シ ョ ン の ひと つ で す 。 色 や 柄 、 
形 な ども さま ざま な の で 、 キ ャ ラク ター に 合っ た 、 可 愛 い 下着 


描こ う つう 9 を 描き まし ょ う 。 
て ここ @ 


下着 の 色 に よる イメ ー ジ の 培い (あぁ くま で = 例 で す ) 














白 ………… 清 錠 、 さ わ や か 、 純 粋 
黒 ………… エロ チッ ク 、 大 人 っ ぽい 、 妖 し い 魅 力 
赤 ………… 派 手 、 ア クティ ブ 、 女 らし い 


ピン ク …… 可 愛らしい 、 女 の 子 つ ぽい 
水色 ……… さわ や か 、 清 涼感 、 若 い 


大 体 同 じ 柄 で セッ ト で 
売ら れ て いま す 。 





横 か ら 見 る と こん な 形 
に な っ て いま す 。 


。 最近 の ブラ は 裏 に 切り 込み が 付き 、 パ バッ ド が 
付い て いる も の も 多い で す 。 こ れ で 胸 を 大 き 
く 見 せ た り し て いま す ( 笑 )。 


また 、 柄 も レー ス 、 水 玉 、 納 々 、 無 地 な ど 、 い ろ い ろ あ り ま す 。 リ 
ボン が 小さ くつ いて いる も の も あり ます 。 パンティ の 場合 、 小 さい 
女の子 は バッ ク プ リン ト の パン ティ を は いて いた り も し ます 。 
また 、 ノ ー ブ プ ブラ 、 ノ ー パ ン の 女の子 も 萌え の 世界 で は 、 い た っ て 普 
通 (?) で す 。 ぴ っ ちり と し た 服 を 着 て いる と き に スカ ー ト や ズ ボ 
ン に パン ツラ イン が 浮き 出 て な か っ た り 、 肩 の 露出 の 大 き な 服 を 着 
て いて ブラ ジャ ー の スト ラッ プ が 肩 に か か っ て いな い 場 合 は 、 ノ ー 
パン 、 ノ ー ブ ラ の 可能 性 大 で す 。 完全 に 見 せる の で は な く 、 想 像 を 
か きた て る よう に 描く の が 萌え に つなが り ま す 。 
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衣服 の シワ の 描き 方 


ゆっ た り し た TT シャツ 
腕 に か か っ て 
いる シワ 













| ジワ が で 
み を 包む よ ! 
うに 引っ 張 
り ジ ワ を 作 
り ま す 。 


脇の下 と ひじ を 結 
ぶ シ ワ が で きま す 。 














/ 脇の下 が シワ の [ 
| 基点 に な り ま す 。 






脇腹 が シワ の 


基点 で す 。 ニー 








ひさ の 外側 に 向かい 、 
引っ 張ら れ ジ ワ が で 
きま す 。 








足 の 付け 根 に 
沿っ た シワ 










SO) 
x 


ンー 
シワ の 流れ を さ レン 
か の ぼる と 、 胸 | 
の 頂点 に 向かい 
ます 。 | 






ひさ ざ の 出 っ 張 
| り の シワ が で 
きま す 。 














服 の 輪郭 だ け と っ て 描い | 

て いく と 、 い び つ に な る 1 政 、、 

ンー て 0、 の で 、 服 の 中 に は 裸 の 内 い N Ss a 
1 、、 ヾ ON 体 が ある よう に 意識 し て て ひざ を 曲げ た 裏 
N / 側 は 段々 の シワ 








足首 が 前 か が み に 折れ て で” 4 
いる 場合 は 、 ズ ポン の 編 。 /-/ 
に 折れ ジワ が で きま す 。 2 


男 と 女 で は 服 の 前 合 
わせ が 逆 に な り ま す 。 
















ひじ の 部 分 に 折れ イイ 
ジワ を 入れ ます 。 


スカ ー ト の 中 に は 腰 
が 入っ て いる こと を 
意識 し ます 。 


スカ ー ト の 影 を 太もも に 
描く こと に よっ て 、 太 も 
も の 立体 感 が 出 て 、 セ ク 
シー 度 が 上 が り ま す 。 


スカ ー ト に も ひね り 


が 入り ます 。 









ジワ を 描き ます 。 


7 / ト を 作る こと が で き 
// 敵 が 上 が る と それ ます 。 


ひじ の 内 側 に 折れ Y シ ャ ツ 


(ブラ ウス ) 


ぐ \ ひじ を 支点 に し て 手首 
、 へ 方 向 に シワ が 入り ます 。 


\ 


ふい 


胸 の シワ の 付け 具合 
で ボリ ュー ム 感 が 出 
で 、 美 じい シル エ ツ 


に つら れ て 、 勝 腹 
に 引っ 張ら れ ジ ワ 
が で きま す 。 





折れ 目 が 入っ て ペー 


フリ ーッ スカ ー ト いま す 。 


に 24 


円 柱 を 見 て わか る ) 
よう に 、 両端 に い 人 


く ほ ど プ リー ツ の dbl 


幅 が 狭く な り ま す 。 
服 の 前 合わ せ 部 分 は 、 ほ ぼ 正 中 線 で す 。 


胸 の 部 分 の 凹凸 を 意識 し て 描き まし ょ 
う 。 


| 脇の下 や 胸 で 引っ 張 
| / り ジワ が で きま す 。 


中 心 線 を 基準 に 、 
プリ ー ツ の ひね り 
を 入れ ます 。 
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ーー 












肩 の 縫い 目 ( 袖 付け 部 
分 ) は 肩 の 頂点 より も 
下 に あり ます 。 





布地 が 厚い の で 、 
シワ も 厚み が ある 
まう に 







編み 物 は 厚く て 柔 ら 
か い の で 、 体 の 上 か 

4 ら ゆ っ た り と の せ た 
人 感じ に 描き ます 。 


| 
N | | 
114 り / ジ 
袖口 と 手首 が = /( / 信 、、 
| くっ 付き ます 。 【WW 局 ; 
< bs 
Sa の も 区 
パ | / 
到 

















ボッ クス スカ ー ト 


I 












\ 
裸 の 体 の ライ ン よ り 、 外 側 に 服 の 輪郭 を 
描き ます 。 裸 の ライ ン に 近けれ ば 「 び ぴっ 
ちり 」、 祭 裕 を 持た せれ ば 「 ゆ っ た り 」 
に な り ま す 。 


シワ は 布地 の 厚み が 


Ss ぐ ラノ ある よう に 描き ます 。 
II 2 
| / / 薄手 の 布地 の 
袖口 の 外側 は すき 間 と きよ り 、 シ 
が で きま す 。 ワ は 少な め に 


描き ます 。 






体 に 対し て コー ト の 厚 力 の か か る 方 向 


》 1 み は こ の くら いで す 。 





胸 は 出っ張り が ある 程度 
に 。 布 地 が 厚い の で 細か | 
い シ ワ が 入り ませ ん 。  ,」 














ジャ ケッ ト の 場合 は 、 
肩 の 部 分 が 硬く 、 肩 
パッ ド が 入っ て いる 
場合 も ある の で 、 肩 
が 盛り 上 が り ま す 。 





ジャ バラ の よう な 
シワ が で きま す 。 


ボタ ン を 締め た 
シワ を 入れ る ご こ 
で きき ビ ビッ チリ 
と きゅう くつ な 
感じ を 出し ます 。 









和 胸 の 頂点 を 橋 
びっ ちり 渡し する よう 
ドジ シワ が 起き 

フィ ッ ト し た Ne 


NN 
シャ ウッ /人 IN 3 





脇 か ら 首 に 向 
か っ て 強調 ジ 
ワ が 入り ます 。 


脇の下 に 強調 ジワ 


胸 が 強調 され ます 。/ ーー 










一 た 
アン ダー バス ト 
に 強調 ジワ 
ウエ スト に も 強調 ジワ 
服 の 輪郭 は ボディ ライ ン 
| と ほぼ 一 緒 で す 。 
\ 
116 
胸 を 包む よう に 、 シ ワ 
は 脇の下 に 向かい ます 。 
111 
ミニ スカ ー ト 
腰 の 部 分 は 体 の ラ ーー 
イン に ぴっ た り と 2 
沿っ て いま す 。 262 、 
腰 の 出っ張り の 頂 時 
点 よ り 下 は 、 裾 が お 尻 の カゲ を 
広がり ます 。 を ます 


を 出し ます 。 





前 後ろ 





sr ーー 薄手 の 軽い 服 は 、 服 の 輪郭 線 を 人 物 ”。 2。 
ふん わり ・ タ ボタ ボ の 肌 部 分 の 輪 部 線 よ り も 細く 描く と 、 cb 
ふん わり と 軽い 感じ に な り ま す 。 “a 







男物 の シャ ツ gi / ルル NN ュ カート 










全体 的 に サイ ズ は 服 の 下 に スリ ッ プ な びく ほど 
大 きく て ダボ ダボ 。 ヶ を 着 て 、 そ の 下 に の 風 だ と 、 
ラー と パシ テイ を 髪 も な びき 


シャ ツ の 肩 の 。 着け て いま す 。 ます 。 
| 位置 に 合わ せ 


全 
る た め 寄 せる 。 スリ ッ プ び リ 


WW - ン 4 首 と 肩 の 間 に シ ワ の 束 が 
垂れ ます 。 っ まま す 。 シ ワ が 多い ほ 
ど ダ ボタ ボ 感 が 出 ます 。 


スカ ー ト 部 分 の 内 側 に 
スリ ッ プ が 見 えま す 。 

スカ ー ト 丈 よ り 短い の 
胸 を 頂点 に し 


で 、 ス カー ト か ら は み 
て 、 ス トン と 出す と と が あり ませ ん 。 
落ち る 感じ に 。 裾 が フリ ル だ と それ ら 
し く 見 えま す 。 
シャ ツ の 中 に は 体 が スカ ー ト は 風 を は 
シャ ツ は 布地 が 薄い 入っ て いる こと を 意 らん で フワ ッ と 持 
の で 、 重 力 に よっ て 識 し て くだ さい 。 0 







掘 が スト ン と 落ち る 
感じ に な り ま す 。 
メイ ド 服 


へ SA 


レー ス 、 フ リル は 細い 


フリ ル や レー ス な ど が 多く 線 で 描く と きれ い に な 
て 、 全 体 的 に ふん わり と し 


た 印象 で す 。 


全 丽人 让 


・ ダ ボ ダ ボ の 服 を 着せ る と 、 キ ャ ラク 
ター の 幼き さ が 表 現さ れ 、 萌 え ポ イン 
SS 

・ 服 を ふん わり 描く と 、 動 き が 出 ます 。 

・ 下 着 、 肌 着 を 丁寧 に 描く と 、 女 の 子 
らし い 可 愛 ら し さ と セク シー さ が 出 
ます 。 女の子 の 服 は 装飾 的 な も の が 
多い の で 、 こ れ が 具体 的 に 描け る と 、 
イラ スト の 黄 府 が アッ プ し ます 。 





ER 





制服 【 セ ー ラ ー 服 】 






スカ ー ト は 裾 が 
軽く 広がり ます 。 





(無地 ) スカ ー ト 丈 は 一 般 的 に は ひざ 
上 あたり で す が 、 萌 え キ ャ ラ 
な ら ミ ニ で も いい で し ょ う 。 










袖 元 に は フッ ク が あり 
ズ ます 。 と これ を 引っ か け 
// | \ て 様 元 を 締め ます 。 





\ 
H 所 
1 


SS 
/局 


ああ 引っ 張ら れ 、 脇 腹 が の ・ 
NN ぞ き ます 。 下 に キャ ミ 
YA 2 や タウ クト の 
を 着 て いる 場合 は 肌 は : 
見 え を ませ ん が 、 こ の ち 
ら り と 見 える あたり が 


萌え で すね 。 


腰 の 左側 に ファ ス 
ナー が あり ます 。 





スカ ー フ の 結び 方 


ベス 


ゅ 三角形 の スカ ー フ を 用 意 し ます 。 2、3 回 巻い て 筒 状 に し ます 。 
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@ ス カー フ を 体 の 前 に 出し て @ ス カー フ ① の 端 を 左側 の ス ⑬ ス カー フ ① を 垂直 に 垂らし 
左右 の 長 さ を 揃え ます 。 カー フ ② の 外側 か ら 中 に 入れ ます 。 ス カー フ ② は 輸 っ か を 
て 、 ま た 外 に 出し ます 。 作り ます 。 


結び 目 は 様 の NIG 








スカ ー フ の 長 さ は 
スカ ー フ ① を スカ ー フ ② の ⑬ ス カー フ の 先 を 持ち 、 左 左右 同じ に 。 
輪っか の 中 に 入れ て 、 外 に 出 右 に 引っ 張り ます 。 引 つっ 張 
(Es る と 結び 目 が で きま す 。 


ーー ニー ュー < N \ 
制服 【 ブ レザ ー】 一 了 人 
全 
7L 坟 一 0 襟 办 与 Y 本 | 了 1 
シャ ツ の 宰 が 見 える  〈= P| vet ブレ ザー の 補 よ り 
よう に 描き ます 。 < ON 様 が 埋もれ 約 1 セ ンチ 上 に Y 
a シャ ツ の 袖 が ある 。 











WENT: 






/ 上 着 を 脱い だ ス 

タイ ル 。Y シ ャ 

| ツ の 上 に ベス ト 

W N を 着用 し て いま 
す 。 


ミニ の プリ ー ツ ス 
カー ト (チェ ッ ク 
柄 ) 
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ダブ ル の ブレ ザー 
も あり ます 。 


= i a 
ヽ . 肩 の 部 分 が 盛り 上 が り ま す 。 





第 さ 章 


オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作ろ 


UI 










で 作ら 


が 






「 キ ャ ラク ター」| は 、 大 きく 分 け て 、 外 見 と 性 格 に よっ 





外 - 見 (代表 的 な も の ) 
' 颜 O 辆 郭 

・ 目 の 大 き さ 、 形 

・ 身長 、 体 重 、 体 型 

・ 髪型 、 髪 飾り 、 髪 の 色 
・ 服装 


性 格 (代表 的 な も の ) 

・ 優 し い 、 穏 や か 、 怖 い 、O 憶 
・ 元気 、 静 か 、 学 供 っ ぽい 、 大 人 っ ぽ 、 
ジレ \ NN 


3) 


. 意外 性 ( 想 る と 怖い 、 火 事 場 の 馬鹿 力 、 雷 に 弱い 等 


自分 の 好み の 外見 や 性 格 を 組み 合わ せ て 、 魅 力 的 な オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作っ て み ま 
し ょ う 。 ま た 、 上 萌え キャ ラク ター を 作り た いと き は 、 上 萌え 属性 を 入れ 込む こと も 大 事 に な っ 
て いま す (萌え 属性 と は 本 書 の 場合 、 そ の キャ ラ を ひと 言 で 表し た と き に 一 番 萌 える 性 格 ・ 
外見 な どの ポイ ント を 指し ます ) 。 

次 の ペー ジ か ら は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 5 つの 「 萌 え 属 性] か ら 作 っ た 、5 タ イプ の キャ ラク 
グー る の 衣 NRIW 朱 ま 。 





オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター 例 ① 凛 (りん) 


属性 …… ツ ン デ レ 


ハキハキ と 明る く 元 気 な 高校 2 年 生 。 

好奇 心 吐 盛 で 、 やっかい ご と に 積極 的 に 首 を つっ 込み た が る 。 
し か し 、 奈 計 に ひっ か きま わす だ け で 、 事 態 は 解決 する どこ 
ろか が 悪化 する こと の ほう が 多い 。 

し か し 正義 心 は 人 一 倍 。 加え て 重度 の 世話 焼き 気質 だ が 、 素 
直 じ ゃ な い の で 、 他 人 に 対し て は 思っ て いる こと と 反対 の こ 
と ば か り 言 っ て し まう 。 た ま に 1 人 反省 会 を し て いる 。 


过 
ー 
= 
も 。 
_ 
ー 
_- 
_ 
“ 
_ 
_ 
_ 
” 
* 
ー 
_ 
= 
そま 






萌え キャ ラク ター・A (ツン デレ ) 













髪型 : ツイ ン テ ー ル 

根拠 は 無い けれ ど 、 

「 萌 え 絵 』」 業 界 で は Ps 

ッ ン デレ は ツイ ン a ブラ イト が 高く 

テー ル 率 が 高い ら 自己 主張 が 強い 1 
常に 上 か ら 目 線 で 1 
モノ を 高 う . 
人 気 に な る 敵性 に 
対し て は 自分 の 
気持 ち を 素直 に | 
出せ ず 、 つ っ け 


ん どん な 導 度 を 

















ee tt tt で 生ま まや や ee ee te で eeitteeerere taeeeet teee まま titel 


パパ i tt で セ Let C1 ま 生ま まま 





導電 | 二 5 .基本 本 lu < es SY 让 は 0 本 者 本 才 で EA 4 を EE 電 


キャ ラク ター を 作る と き は 、 ま ず シ チュ エー ショ ン や エピ ソー ド を 妄想 し て みる と 、 キ ャ ラク ター 
へ の 愛 も 強く な り ま す 。 1 人 を 設定 する と 、 そ の 対 と な る キャ ラク ター も で き 、 そ の 相互 関係 に よ 
る 萌え も 生ま れ ま す 。 総 花 的 で 紋 切 型 で は あり ます が 、 5 人 の 古典 的 な キャ ラク ター の 作例 を 挙げ 
て お きま す 。 
萌え の 定番 キャ ラ と いえ ば ツン デレ で す が 、 例 えば 、 彼 女 は どう いっ た と き に 「 デ レ 」 を 発動 する 
A か 、 な ど を 妄想 する の は と て も 楽し いで す 。 
6 また 、 強 気 な 女の子 は プラ イド が 高い の で 、 
で きる だ け 自 分 の 弱み と か 嫌い な こと と か を 
-- 隠 そ うと し ます よね 。 本 当 は 雷 が 嫌い な の に 、 
ば れ た く な いか ら 、 ギ リ ギ リ ま で 我慢 し た り 。 
雨 が 強く な っ て き て 「 雷 が 鳴る か も …… 」 
と 焦っ て て も 、 口 に 出せ な いか ら じ っ と 耐え 
ます 。 小 さい 雪が 鳴っ て 「 ビ クッ 」 と 体 が 強 
SR 張る の に 、 ま だ 強気 な フリ を し て た りす る と 、 
、 べ 、 見 て る 側 も だ ん だ ん ほほ えま し く な っ て くる 
| と いう 感じ で す 。 結 局 最後 に は 面 えき れず に 
、 泣い ちゃ っ た り 、 友 達 や 男の子 に 抱き つい 
ちゃ っ た り …… そう いう 妄想 を し て る と 、 こ 
の キャ ラク ター は 、 こ ん な 性 格 な ん だ な 、 と 
具体 的 に 決ま っ て いき ます 。 
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ォ リ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作る うえ で 一 番 大 
切な こと は 、 キ ャ ラク ター へ の 愛 だ と 思い ま 
す 。 キ ャ ラク ター に 思い 入れ を 持っ て 描い て 
みる の が か 、 一 番 の 上 達 に な る の で は な いで 


私 服 は フェ ミニ ン 系 を よく 着る 。 
女の子 らし い 服 装 が 好き 。 パ ン ツ より も ス 
カー ト や ワン ピー ス を よく 着 て いる 。 オ 
シャ レ で 、 人 外出 時 は コー ディ ネー ト に も 気 
を 使っ て いる 。 
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オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター 例 ② 真奈 美 (まな ぁ ) 


属性 …… ド ジ っ 娘 


いつ も ほぼ ほ わ ほ わ し て いる 天然 お っ と り ち ゃ ん 。 

し ゃ べり 方 も やゆ っ くり で 、 そ の スロ ー ペ ー ス は 誰 に も 崩せ な い 。 

雰囲気 か ら 醸 し 出さ れる マイ ナス イオ ン は 、 周 囲 に と っ て は 癒し に な る 。 

し か し た ま に 毒 を 吐い て いる 。 が 、 本 人 に 悪意 が ある の か どう か は わか ら な い 。 
作例 中 の 5 人 の 中 で は 一 番 年 齢 が 上 な の で 、 お 姉さん 的 な ポジ ショ ン に いる 。 
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萌え キャ ラク ター・D (ドジ ッ 莉 ) 
3 4 ま 
まし 髪型 : ロン グ ヘ アー 
二 也 1 回 の 多 さ が 午 し と な っ て 、 
| 動作 を 鈍ら せ て いる 感じ 
か | を 出せ る 。 
性 格 、 お っ と り 。 
_ A 動作 が ワン ボイン ト 
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ドジ っ 娘 は 、 ド ジ の 度合 い に よ っ て キャ ラク ター が 変わ っ て くる 
と 思い ます 。 よ く 転 ぶ と か 、 よ く 物 を 忘れ る と か 、 と ん ちん か ん 
な こと を 計 つ 7 がり 22: 。 コミ カル な キャ ラク ター を 作る 場合 
は 、 ド ジ っ 娘 の ボケ 具合 に よっ て ギャ グ に な っ た りす る の で 、 好 
み で ドジ 具合 を 決め る と いい と 思い ます 。 

また 、 ド ジ っ 娘 に は ふん わり し た 髪 が 似合う イメ ー ジ が あり ます 。 
ぁ ふん わり ウェ ー ブ の 髪 が お っ と り 具 合 を 表し て いた り 、 女 の 子 ら 
し さ を 増 長き させ て いま す 。 和 柔らか そう な 髪 質 は 、 可 愛 ら し さ に も 
一 役 買 いま す 。 


送 に 、 さ ら さ ら の 毅 型 や 硬め の 質 の 場合 は 、 ま っ すぐ 正直 な 性 
格 を 表し た り 、 気 が 強 そ うな イメ ー ジ が あり ます 。 ま た 、 男 勝 り 
で 勝気 な 女の子 は 長い 敵 が わずらわし く て ショ ー ト ヘア だ っ た り 、 
女の子 らし く な り た く て 髪 を 伸ばし て いる キャ ラク ター が いた り 
と 、 毅 型 と 性 格 は 、 密 接 に つなが っ て いる と 思う の で 、 キ ャ ラク 
ター の 性 格 を 決め た ら 、 髪 型 も 自然 と 決ま っ て くる の で は な いで 
し ょ うか 。 も ちろ ん 、 自 分 の 好み の 髪型 を キャ ラク ター に 反映 き 
せる の も アリ で す ! a 
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特技 (? ) は いつ で も どこ で も 転ぶ こと 。 ぼーっと する 
こと 。 他 の 人 か ら 見 た らく だ ら な いこ と を 、 時 間 を か け 
て の ん びり 考え る の が 好き 。 
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| オリジ ナル キャ ラク ター 例 ③ 明日 香 ( ぁ か ) 


Me 4 … 作用 
3 属性 学 

』 さば さば と し た スポ ー ツ 系 少女 。 
竹 を 割っ た よう な 性 格 で 、 嘘 や ダチ グチ し て いる の が 嫌い 。 
身長 は 低め だ が 、 そ の 身 の こ な し や ジャ ンプ 力 を 買わ れ て 、 バ スケ 部 の エー ス 
| と し て 活躍 し て いる 。 
| 老若 男女 問わ ず 人 気 が あ り 、 友 達 も 多い 。 だ が 、 彼 氏 い な い 歴 = 年 齢 。 異性 か 
、 ら 女 と し て 見 て も ら え て な い の か 、 そ れ と も 胸 が な い の が 原因 か 、 ひ っ そり 悩 
ん で いる 。 の で 、 胸 の こと を か ら か われ る と 大 漁 怒 。 
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萌え キャ ラク ター・ 晶 


必 型 : : ショ ー ト カッ ト 
軸 が 軽い の で 、 行 動 的 に 
見 える . 






区 

、、 “国人 性 格 此 明 硬 《元 气 。 
机 に 向かう より も 
体 を 動か す 方 が 好き 。 
細か いこ と は 気 に 
し な い 。 素 天 補 。 

険 。 半 手 な こと に は 
1 すぐ 各 げ 出す 。 
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貧 乳 キャ ラク ター は 、 基 本 的 に 自分 が 貧 乳 で ある こと に コン プレ ックス 
を 持っ て いま す 。 そ の た め 、 つ いつ い 女 の 子 同士 で も 他人 の 胸 を 見 て 、 
自分 と 比べ て し まう 傾向 が あり ます 。 ま た 、 胸 が 大 きい 子 に 、「 ど う や っ 
た ら 大 きく な る の か 」 な ど と 相談 し た り し ます 。 男 の 子 っ ぱい 性 格 や さっ 
ぱり し た 性 格 で も 、 そ うい っ た “女の子 " な 部 分 が ある と 、 ぐ っ と 可愛 
らし く な り ま す 。 ち な み に 、 性 別に か か わら ず 、 胸 の こと に 触れ られ る 


の は 好き で は あり ませ ん (自分 か ら 相談 する の は 別 と し て )。 そ の よう に 、 


本 人 の 立場 に な っ て 物事 を 考え て みる と 、 人 間 味 の ある キャ ラク ター が 
作る の で は な いで し まう か 。 


また 、 元 気 い っ ぱい の 女の子 は 、 基 本 的 に 可愛 く 見 えま す 。 表 裏 の な い 
さき ば さば し た 性 格 や 、 カ ラ っ と し た 笑顔 は 、 ま ぶし く て つい 引き 込ま れ 
て し まい ます 。 そ ん な 明る い キ ャ ラク ター が 1 人 いる だ け で 、 物 語 全体 / 
の テン ショ ン も 上 が り ま す よ ね 。 の 
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私 服 は 動き や すい カジ ュ ア ル な 服装 を よく し て いる 。 
飾り 気 の あ る も の は ほとん ど 身 に 着け な いし 自分 に は 
似合わ な いと 思っ て いる が 、 本 当 は 女の子 らし い 格 好 
が し て みた いと ひそ か に 憧れ て いる 。 
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オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター 例 ④ 玲 ( れ Q) 


の の ら らら OC @ ら の ら の の らら @ ら の ら の の @@ ら の ら @ ら の らら の ひらの の ら @6 ら の の Ge @o@ の の @⑥ @⑥ 6 @ ひひ ら @ の ら @ の ⑥ の ⑥@@@@ の ら の の @ ら の ら も の ひ の の の ら ② の の 6 の @99@ る の る 


大 財閥 の 令嬢 。 つ まり お 人 金持ち の お 嬢 様 。 
し か し 本 人 は お と な し く 控 え め で 、 人 前 に 出る の が すご く 苦 手 。 
加え て 重度 の 人 見 知り 。 
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ト その 生ま れ と 性 格 か ら 友 達 も 少な く 、 作 例 の 凛 や 真奈 美 た ち は か けが え の な い 友 達 。 
| 何故 か 明日 香 に よく 胸 が 大 きい こと を 羨まし が られ て いる が (本 人 は 胸 が 大 きい こ 
。 と は まっ た く 頓 着 し て いな い )、 玲 か ら 見 れ ば 、 友 達 も 多く て いつ も 人 に 囲ま れ て 
| る 明日 香 の ほ う が よ っ ぽ ど 義 ま し いと 思っ て いる 。 
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巨乳 キャ ラク ター の ポイ ント は 、 歩 く と 胸 が 揺れ る ! こと で し ょ うか 。 他 に も 胸 が 大 きい と 重い 
し 動き づら いし 肩 が 疑 る し …… と いう イメ ー ジ を 表す よう に 、 胸 の 重量 感 を 描く と 、 巨 乳 が 表 せる 
と 思い ます 。 ま た 、 ブ ラジ ャ ー の サイ ズ な ども 細か く 決 め て みて も 面白 いか も し れ ま せん 。 ブラ 
ジャ ー の カッ プ の サイ ズ は 、 単 純 に 胸 の 大 き さ で 決ま る わけ で は な く 、 ト ッ プ バス ト ( 胸 の 一 番 ふ 
くら ん で いる 部 分 で 、 大 体 の 場合 が 乳首 に な り ま す ) か ら 
アン ダー バス ト ( 胸 の 膨らみ の 下 の 付 け 根 部 分 ) の 長 さ を 
引い た 数 値 に よっ て 決ま り ま す 。 こ の 差 が 大 きい ほど カッ 
プ が 天 き く な る と いう 9s@ す の (例え 々 ば.、。 プ ラジ ャ ー の 
0 が A 6 と い 時 舎 は AN カップ の 、 ア ン 交 一 パス 
ト が 65cm で ある こと を 表し て いま す ) 

また 、 実 際 に は A カ ッ プ の 場合 は 小さ め 、BーC カ ッ プ は 
納 只 的 、D カ ッ プ 以上 は 大 きめ 。 と いう イメ ー ジ で す が 、 
萌え キャ ラク ター の 場合 、 も っ と 大 きい 胸 の 女の子 も た く 
きん いま す 。 自分 の 好み で 設定 し て も いい と 思い ます 。 


お 嬢 様 、 と いう 萌え 属性 も 、 物 語 に 1 人 は 組み 込む と 面白 
いで し ょ う 。 お嬢様 、 と 聞く と プラ イド が 高く て 上 品 で 高 
| 慢 …… な イメ ー ジ が あり ます が 、 そ ん な 女の子 ば か り で は 
あり ませ ん 。 お嬢様 ゆえ に 常識 を 知ら な か っ た り 、 小 さい 
頃 か ら 1 人 で 遊ん で いて 友達 が いな い 設 定 と か …… 考 える 
だ け で 萌え ます ね 、 お 嬢 様 。 














| 胸 の 大 き ね は 女の子 友達 に 義 
まし が られ た り 、 見 られ た り 、 「 
も まれ た り (?) する の が 鉄則 。 
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胸 が 大 きい と 、 シ ャ ツ が 胸 の 部 分 
だ ま 全 チビ ピチ に な 9K〈《 さ きつ で 9 な 
感じ で す 。 
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属性 …… ロ リ 系 


に 
9 
」 漂 の 3 つ 下 の 妹 。 年 齢 は 下 だ が 、5 人 の 中 で は 一 番 精神 的 に 大 人 だ と 思っ て いる 。 
| 頭脳 明 断 で 成績 も 優秀 。 理 論 で 言い くる ゆる こと が 多い 。 

。 うん ちく を 語る の が 好き で 、 雑 学 王 を 目指 し て いる 。 し か し 、 大 体 が どう で も 
いい 話 な の で 、4 人 に は スル ー さ れ が ち で ある 。 

普段 は 大 人 ぶっ て は いる が 、 そ の 実 怖がり で 、 幽 霊 や 大 人 の 男 の 人 が 嫌い 。 


っ 人 ま WSR 還っ 失 開放 旨 WE 困 作 差 介 准 還 沖 叫 還 
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ロリ っ 娘 は 感情 表現 が 豊か で す 。 
すぐ に 顔 に 出 ま す 。 
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つる べ ぺったん な 体型 の ロリ ッ 娘 も 萌え に は 欠か せな い 属 性 で す 。 ロ リッ 娘 も 大 きく 分 け て 2 つの パ 

ター ン が ある と 考え ます 。 ひ と つ は 、 本 当 に ロリ ッ 娘 の 場合 と (いわ ゆる 幼女 …… で すね )、 も う 

ひと つ は 、 他 の キャ ラク ター と 同じ 年 齢 な の に 、 体 が 未 発達 (と いっ て も これ 以上 大 きく な ら な い 

の が デフ ォ ル ト で す ) な た め に 小さ いも の で す 。 

作例 に 描か れ て いる 前 者 の 場合 は 、 子 ども らし い 和 無邪気 さや 

天真 燃 漫 な 様子 、 背 伸び を し て 大 人 に な ろう と し て いる と こ 

か 、 ろ は 、 見 て いる だ け で 可愛 いで す よ ね 。 で も 本 当 は 泣き 虫 で 、 
」 ノ 自分 の 思い 通り に いか な いと 泣い て し まう あたり は 、 子 僕ら 

5 ) し いな と 思い な が ら 妄 想 し ます 。 

ン あ し / 
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この よう に 、 キ ャ ラク ター を つく る と き は 、 う わ べ だ け で は 
な く 、 性 格 の 細か いと ころ や どん な と ころ に 萌え が ある か な 
ど を 考え て 作る と 、 愛 着 の ある キャ ラク ター を 作る こと が で 
きま す 。 自分 の 好き な 萌え 要素 を いろ いろ 取り 入れ て 、 お も 
し ろ い キャ ラク ター を 作っ て みて くだ さい 。 
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私服 当 は 早く 高校 
生 に な っ て 、 パ イト し て セク シー な 服 を 着る の が 夢 。 
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明 え る オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作る コツ 


晴 え る キャ ラク ター を 作ろ うと し た と き に 、 も ちろ ん か わい らし い 外 見 や 、 お も し ろ い 性 格 も 大 事 で す 。 し か し 、 
それ だ け で は キャ ラク ター に 深み が 出 ま せん 。 こ こ で 述べ る 一 般 的 な 例 を 参考 に 、 よ り 着 想 を 発展 させ 、 オ リ 
ジ ナ ル な キャ ラク ター を 作っ て いく こと が 、 キ ャ ラク ター を より 魅力 的 に する コツ で す 。 


2 識 ギャ ッ プ 萌え を 取り 入れ る 
ギャ ッ プ 萌え と は 、 キ ャ ラク ター の 意外 性 に 萌え る こと を 言い ます 。 ギ ャ ッ プ は 、 外 見 と 性 格 ど ちら で も 作る 
こと が 5 きま 9 
例 ) 
・ 外 見 X 外 見 の ギャ ッ プ …… 普段 は ピン 底 メ ガ ネ を か け て いて 表情 が 見 えな いけ ど 、 メ ガ ネ を 外す と 本 当 は 超 
美 少 災 だ っ た ! 
いつ も は 髪 を アッ プ し て 明る いい 雰囲気 に な っ て いる けど 、 た ま に 髪 を お ろ す と き 
は 、 大 人 っ ぽく て エロ さ が 3 割増 し 。 
・ 外 見 X 内 面 の ギャ ッ プ …… 可 愛 い 外見 に 反し て 口調 が 男 み た い に 乱 暴 だ っ た 。 
明る そう な ファ ッ シ ョ ン な の に 、 実 は お と な し く て 人 見 知り 。 
・ 内 面 X 内 面 の ギャ ッ プ …… い つも 元気 で 明る い 子 が 、 実 は ひっ そり ひと り で 泣い て いる と ころ 。 
プラ イド が 高く て 自信 た っ ぷり の 女の子 が 実は 努力 家 だ っ た 。 


この よう な 意外 性 や ギャ ッ プ を 感じ る と 、 そ れ が 萌え に つなが り ま す 。 ギ ャ ッ プ は 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 効 
果 も 大 きく な り ま す 。 例 えば ツン デレ の 女の子 で 、 い つも ツン ツン し て いて 、 さ す が に そこ まで 不機嫌 に し な 
く て も いい だ ろう 、 と 思っ た 瞬間 に デレ られ る と 、 反 動 が 大 きす ぎ て 萌え ます よね …… ! 


区 5 特 列 技能 ・ 特 殊 設 定 を つけ る 

これ は ちょ っ と 反則 (?) 技 か も し れ ま せん が 、 生 まれ や 育ち 、 外 見 や 性 格 な ど に 、 ファ ンタ ジッ ク な 特殊 設 
定 を 付け る だ け で 、 オ リ ジ ナ ル ら し さ を 出 すこ と が で きま す 。 例 えば 、 3 年 前 に 記憶 喪失 に な っ た と か 、 昔 か 
ら 幽 霊 を 見 る こと が で き て 、 い つも 肩 に 守護 回 を の せ て いる と か が 、 も し く は 何 か の 魔法 が 使え た こり する の も そ ぞ 
の 一 例 で す 。 


も ちろ ん 、 突 飛 な 設定 や 性 格 ば か り を キャ ラク ター に 追加 し て も 、 それ で 萌え る わけ で は あり ませ ん 。 萌え る 
キャ ラク ター を 作る うえ で 一 番 大 切な の は 、 es 3 i 
萌え を その キャ ラク ター に 吹き 込ん で み ま し ょ う 。 
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7 本 上 要 | の 
\ | 到 


関係 性 を 作る 

個人 個人 の 性 格 が で きた ら 、 友 達 関係 や ライ バル 関係 な どの キャ ラク ター の つなが り を 考え て み ま し ょ う 。 い 
つも ケン カ ば か り だ けど 実は 仲 が 良かっ た り 、 ボ ケ と ツッコ ミ 担 当 が 決ま っ て いた り …… キ ャ ラク ター 同士 の 
か け あ いや 絆 を 作る こと で 、 よ り 深 み の あ る キャ ラク ター が で き あ が る で し ょ う 。 


弱点 を 作る 


どん な に 頭 が 良かっ た り 外 見 が 良かっ た り し て も 、 完 璧 な 人 間 は いま せん 。 同様 に 、 キ ャ ラク ター も 、 万 能 な 
人 間 で は 面白 味 が あり ませ ん 。 隠し て て も コン プレ ックス を 抱え て いた り 、 他 の 人 か らし て みれ ば 何で も な い 
こと を 悩ん で いた り 。 そ うい っ た 「 弱 み 」 が ある こと で 、 キ ャ ラク ター の 性 格 の 幅 が 広がり ます 。 


WA \ 

『 OT 

| で 下 出 

全 ア 二 デア \ ぎ ます 
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人 間 の 感情 は 、 顔 の 表情 に 表れ ます 。 眉毛 や 目 ・ 口 な どの 形 で 、 喜 怒 哀 楽 を 
表現 する こと が で きま す 。 
また 、 顔 の 表情 が 見 えな く て も 、 体 の 動き や し ぐさ で も 表現 する こと が で き 





さら に 、 そ れ ら を も っ と 有効 的 に 見 せる た め に 、 ア オリ と フカ ン を 利用 し て 
感情 を 表現 し て み ま し ょ う 。 

アオ リ が 効果 的 に 使わ れる 感情 は 強気 、 怒 り 、 自 信 、 を あら わす こと が で き 
ます 。 逆 に 、 フ カン は 、 悲 し み 、 弱 気 、 恥 ず か し い …… な どの 感情 を 表現 す 
る の に 適し て いま す 。 

また 、 萌 え ア ング ル の 定番 で ある 上 目 遣 いも 、 上 か ら 見 下ろ し て いる フカ ン 
の アン グル に な り ま す 。 ア オリ と フカ ン を 活用 し て 、 い ろ ん な アン グル で イ 
ラス ト を 描い て み ま し ょ よう 。 








Ni \ ピ / 区 


ぶん ぶん っ ! 
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第 4 章 


オリ シナ ルイ ラス ト を 描く 


顔 ・ か ら だ の 基本 が 描け る よう に な っ た ら 、 オ リ ジ ナ ルイ ラス ト を 描い て み ま し ょ う 。 萌え キャ ラ 
クタ ー の イラ スト は 、 パ ソコ ン の ペイ ント ソフ ト で カラ ー で 描か れる こと が 多い の で 、 本 書 で も 
Photoshop や SAI な どの アプ リケーション ソフ ト を 使っ た デジ タル で の 塗り 方 を 解説 し て いき ます 。 
また 、 萌 を え 絵 師 に よる 、 オ リ ジ ナ ルイ ラス ト を 紹介 し 、 萌 え ポ イン ト や こだわ り 部 分 な ど を 紹介 し ま 
す 。 1 枚 の イラ スト に 込め られ た 萌え ポイ ント を 理解 すれ ば 、 自 分 が 描く と き の 参 考 に も な る は ず で 
す 。 













※ 遷 c 花 び Sp 開 < 0 基 
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アナ ログ 程 
スキ ャ ン 直 後 \ | \ 


| スク 


今回 は 線画 を アナ ログ (鉛筆 ) で 描い た の で 、 
スキ ャ ン し た デー タ の 明る さと コン トラ スト 
を 調整 し て 、 細 か い ゴ ミ や ラフ 線 を 飛ば し ま 
す 。 そ の あと 、 線 画 を 抽出 し て 、 背 景 と は 別 
の レイ ヤー に し ます 。 線 画 は 必ず レイ ヤー の 
一 番 上 に 配置 し ます 。 (一 詳細 は P.140) 


デフ リケーション ソ デ ト SA で デー 人 を 
開き ます 。 ま ず は 下塗り か ら 。 肌 や 髪 な ど 、 
パー ジ ツジ ざと に レイ ヤー を 分 け で お きま みみ 。 そ 
し て 選択 ツー ル で 選択 し て 、 線 画 と の 境界 線 
に アキ が 出 な いよ うに 2pixel 程度 選択 範囲 
を 拡張 し た あと 、 好 き な 色 で 塗り つぶ し ます 。 
あと で カゲ を 付け て いく の で 、 最 初 は 薄い 色 
が いい で し ょ う 。 バ ケツ ツー ル で は 細部 まで 
塗り つぶ せな い の で 、 鉛 筆 ツ ー ル で 細か い 端 
も 塗っ て お きま す 。 


ぐす 


の 


下塗り の レイ ヤー に グラ デー ショ ン を 付け ま 
す 。 鉛 筆 ツ ー ル で 塗っ た あと に ぽか し た り 、 
エア ブラ シ ツ ー ル を 使っ て も 、 グ ラ デ ー シ ョ 
ン が 作れ ます 。 こ の と き は パン ツ は 水色 に す 
る 予定 で し た 。 


カゲ だ け の レイ ヤー を 作り ます 。 今 回 は 
ちょ っ と 紫 に 近い ピン ク を カゲ 色 に し まし 
た 。 鉛筆 ツー ル で は っ きり 塗っ て いき ます 。 
そし て レイ ヤー の モー ド を 通常 か ら 乗算 に 変 
えて 、 下 準 り レイ ヤー と 合わ せ た 状 態 で 見 れ 
る よう に し ます 。 


全体 的 な 色 味 を 考え て 、 バ パン ツ は ピン ク の 
縮 々 に し て み ま し た 。 主 線 も ピン ク に 描き 直 
し て いま す 。 こ うす る と パン ツ の 質感 が より 
表現 で きま し た 。 





| 
| 
| 


十 
下塗り レイ ヤー (通常 ) | 


カゲ 色 レ イヤ ー (乗算 ) | 









138 












次 に 目 を 塗り ます 。 ま ず 瞳 を 大 きめ に 塗り 、 さ ら に 瞳 レ イヤ ー 
を 複製 し て 重ね ます 。 複 製 し た 瞳 は 地 の 瞳 の 色 に 変え て 、 グ ラ 
デー ショ ン を か け て ずら し ます 。 

下 の 瞳 も 色 を 薄い 色 に 変え て いま す 。 そ の 次 に 目 全体 に 上 か ら 
カゲ が か か る よう に グラ デー ショ ン を か け 、 さ ら に 下 か ら は 光 
を 当て ます 。 

そし て ハイ ライ ト 。 お 好み で 光 の 輪っか を 描い て も か わい いで 
す 。 最 後に 白目 部 分 に も 瞳 と 同じ 色 で グラ デー ショ ン の カゲ を 
入れ ます 。 


ほっ ぺた を ピン ク で 染め ます 。 こ ご れ を 入れ る と 一 気 
に 可愛 らし さ が 増 し ます 。 


髪 に は も う 一 段階 カゲ を 
ン 付け ます .。 


その あぁ あと 髪 に ハイ ライ 
ト を 付け ます 。 今回 は 発 
光 レ イヤ ー と 鉛筆 ツー 
ル で 描い て いま す 。 





これ で ひと 通り 完成 で す 。 この あと 『Photoshop』 で 加工 に 入り ます 。 


加工 は 背景 以外 の 人 物 十 色 の レイ ヤー を 統合 し 、 そ の レイ ヤー を 複製 
し て 重ね ます 。 重 ね た レイ ヤー を どん な レイ ヤー に する か に よっ て 、 
ちょ っ と ずつ 変わ っ た 加工 を 作る こと が で きま す 。 









この 場合 は 、 ビ ビッ ドラ イト これ は オー バー レイ の 不透明 これ は 複製 レイ ヤー を ぽか し 
の 不透明 度 50% を 重ね て い 度 50% で す 。 ( 約 10 ~ 15pixel 程度 )、 乗 
ます (今回 は 違い を わか りや 算 レ イヤ ー に 変え て 不透明 度 
すく 見 せる た め 50% に し て 20% に し た も の で す 。 
いま す が 、 不 透明 度 は 好み で きき 


調節 し て くだ さい )。 





今回 は ら 1 の 加工 で 完成 で す 。 

ぼや けた レイ ヤー を 乗算 する こと に 
よっ て 、 全 体 が より 濃く 、 グ ラ デ が か っ 
て 、 見 えて より 萌 絵 らし く 見 えま す 。 


そし て 完成 / 
あり が と うつ ご こ ご ざい まし だ 。 
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厚 凌 2 幅 作業 環境 : Photoshop 
マ 
線画 線画 を 描き ます 。 完 成 後 に トリ ミン グ す る こと を 考 


慮 し て 、 想 定 し て いる 範囲 より 外側 の 部 分 も 描い て 


いま す 。 

| 画用紙 に シャ ー プ ベン シル で 描い た 物 を スキ ャ ン し 
Sm て 、 グ レー スケ ー ル モー ド で 取り 込み ます 。 
LM 、 2 取り 込ん だ も の を 「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 
i SC。 や 「 レ ベル 補正 」 で 細か い 汚 れ を 飛ば し て 


NuJ/ いき ます 。 

“ 汚れ を 取っ た ら 、 メ ニュ ー バ ー「 ウ ィ ン ド 
ウ 」 か ら 「 チ ャ ン ネ ル を 表示 させ る 」 で チャ 
ン ネ ル を 表示 させ ます 。 





グレ ー の チャ ン ネ ル を 「 チ ャ ン ネ ル を 選択 範囲 と し て 読み 込む | アイコ 
ン に ドラ ッ グ させ ます 。 

選択 範囲 が 表示 され た ら 、 メ ニュ ー バ ー 「 選 択 範囲 ] 一 「 選 択 範囲 を 反 
s 転 ] を 選び ます 。 

これ で 線画 の 部 分 の み が 選 択 さ れ ま す 。 こ の 状態 で 新規 レイ ヤー を 追加 
し 、 塗 りつ ぶし ツー ル で 塗り 潰す と 、 白 地 の 部 分 は 透明 に な っ た 線画 だ 
140 け の 状態 の レイ ヤー が で きま す 。 

- さら に 細か い ゴ ミ を 取る た め に 、 ゴ ミ を 
見 や すく し ます 。 

『 線画 だ け の 状態 の レイ ヤー を 選択 し 、 レ 
* イヤ ー パ ネル の 下 に ある レイ ヤー スタ イ 
ル ア イ コン を クリ ッ ク し 、「 境 界 線 」 を 選 
全 二 





これ は レイ ヤー に 描画 され て いる も の の 
縁 に 線 を 付け る こと が で きる 機能 で す 。 
目 で は 見 落と す よ うな ゴミ に も 緑 線 が 付 
く こ と で 確認 し や すく な り ま す 。 





シャ ドウ 内側). 
光彩 外側) 
光彩 (内側 . 


に 2 デバ ニレ 人 





ゴミ は 消し ゴム ツー ル な ど で 消 し て いき ます 。 
ゴミ 取り が 終わ っ た ら レ イヤ ー を 右 ク リッ ク し 「 レ イヤ ー ス タイ 
ル を 消去 」 を 選び 、 境 界 線 を 消し ます 。 





背景 を 描き ます 。 も と に な る 色 で 全体 を 塗り ます 。 

右側 の カー テン の 後ろ に 明か り が ある の を 想定 し て いま す 。 そ の 周辺 を ぼん や 
り 明 る くし 、 遠 いと ころ は 暗く な る よう な グラ デー ショ ン に し ます 。 

カー テン は 光 に 透け る よう な 薄い 素材 を イメ ー ジ し ます 。 

ウエ ッ ト エ ッ ジ に チェ ッ ク を 入れ た 不透明 度 を 30 ~ 60% 程 度 に 設定 し た ブラ 
シ ツ ー ル で 準 っ て いま す 。 

レイ ヤー を 追加 し 、 寝 具 を 塗り ます 。 

光 か ら 遠 いと ころ は カゲ に 溶け 込む よう な イメ ー ジ で す 。 下 地 の 色 が 全て 隠れ 
て し まわ な いよ う 塗 り 残 し て いま す 。 





ほ の 暗 い 中 で 、 少 女 の い る 位置 に し つかり 目 が いく 
よう に 、 クッ ショ ン の 1 つ を 大 胆 に 赤 で 塗り まし た 。 
真っ 赤 だ と 周囲 と 調和 し な い の で 、 や や 彩 度 を 落と 
し て いま す 。 





キャ ラク ター を 塗り ます 。 
パー ツ ご と に レイ ヤー を 
分 け 、 塗 り 分 け を し ます 。 
この 時 点 で は 色 が 分 けら 
れ て いる の が 確認 で きれ 講 
ば よい の で 、 色 は 適当 な 議 
も の で 塗っ つて し まっ て か 
国 まい ませ ん 。 





塗り 分 けた ら 完成 の イ 
メー ジ に 合わ せ て 色 を 
修正 し ます 。 
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NU 
光源 を 意識 し な が ら 色 を 塗っ て いき ます 。 
イメ ー ジ を つか め る よう に まず 大 ま か な グ ラ デ ー シ ョ ン を 作り 、 そ れ か ら 細 部 を 塗る よう に し ます 。 
類 や まぶた の 周辺 に 赤み を 加え る と 健康 的 な 顔色 を つく る こと が で きま す 。 色 は 真っ 赤 で は な く 、 オ レン ジ 寄 
り の 赤 に する と 自然 で す 。 


グ 

時 の ) 手 

髪 も 同様 に 、 ま ず は 明る いと ころ 、 暗 いと ころ を 大 ま 
か に グラ デー ショ ン で 塗り ます 。 

「 乗 算 」 モ ー ド に し た ブラ シ で 陰影 を 描き 込ん で いき 
ます 。「 乗 算 ] モー ド の レイ ヤー を 追加 し て それ に 措 
き 込 む 方 法 で も か まい ませ ん (こち ら の ほう が 、 失 敗 
し た と き 、 や り 直 し が 容易 で す )。 


ラン プ の 柔らか な 光 に 照ら され て いる こと を 意識 し 
て 、 あ まり コン トラ スト が 強く な りす ぎ な いよ う 、 ブ 
ラ シ の 「 ぼ か し の 開始 位置 」 を 50 ~ 60% 程 度 に 設 
定 し 、 薄 い 色 を 塗り 重ね て いく よう に し ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
これ も また 、 強 く 、 鋭 く な りす ぎ な いよ うに 
柔らか な 光 を 意識 し ます 。 








服 を 塗り ます 。 素材 は 柔らか な ダブ ル ガ ー ゼ や リネ ン を 想定 し て い 

ほか の 部 分 と 同様 に 、 大 ま か に 光 が 当 た っ て 明る いと ます 。 和 柔らか さ を イ メー ジ さ せる よう に シワ や カゲ 

ころ と カゲ に な っ て 暗く な る と ころ を 塗り 分 け ま す 。 を 強調 し すぎ な いよ うに 注意 し ます 。 143 
シワ は 大 きめ に 描き ます 。 ギ ャ ザー を 寄せ て いる 部 
分 は 別 と し て 、 細 か い シ ワ を 描き 込み すぎ る と シワ 
シワ で だ らし な い 服 と いう 印象 を 与え て し まい ます 。 


色 を 調整 し ます 。 真 っ 白 よ り 、 や や 茶色 より の 色 味 
に する と アン ティ ー ク な 雰囲気 に な り ま す 。 





本 服 を 飾る レー ス 部 分 を 描き 込み ます 。 ア ッ プ の 構図 で 
あれ ば レー ス の 模様 は きっ ちり と 描き 込ん だ ほう が 良 
い の で す が 、 今 回 の よう に や や 遠く か ら 見 た 構図 で あ 
れ ば 描き 込み すぎ る と ご ちゃ ご ちゃ し た 印象 を 与え て 
し まい ます 。 

由縁 に 沿っ て 点描 を 打つ と レー ス を 表現 で きま す 。 点描 
は ラン ダム で は な く 、 あ る 程度 規則 正しく な る よう に 
打ち ます 。 





を 塗り ます 。 
ぶた は 、 ee ハイ ライ ト を 入れ ます 。 こ ご ここ 
の 部 分 だ け 浮い て 見 えて し まう の 


yy 4 
も 、 先 ほど と 同様 に 「 ス クリ ー 
ー で 、 渡 い め の 茶色 な ど で 塗り ます 。 ( の > ン 」 モー ド の ブラ シ で 光 の 粒 
5 の 一 全 系 目 の 上 ギ 人 を 暗め に 、 下 半分 を 明 ‘4’ し 
万 る め に 塗り ます 。 了 瞳孔 に 当たる 部 分 


2 誠一 全 時 は 維 立 し た レイ ヤー に し て お く と 
間 の 描き ぎ や すく な り ま す 。 基 礎 と な る 色 腫 
el 


は 、 や や 濃い め に 塗り ます 。 黒 目 の a ei 
|) 縁 を し っ か り 塗 る と 、 ば っ ちり と し ea 


し } 一 息 
分 の 白目 に カゲ を 入れ ます 。 
ッ こ な 【 
印象 の 夫 な り ま す 。 ( お 上 [乗算 」 モー ド の ブラ シ で ご く 


瞳 の 明る い 色 の 部 分 を 、「 ス クリ ー ! / 作 。 導い 灰色 で 塗り ます 。 
rl ン 」 モ ー ド の ブラ シ で 塗り ます 。 通 N* 、) あま り 暗い 色 に する と 隊 
に 常 の ブラ シ で 塗っ た の と は 、 ま た 攻 っ た よう に 見 えて し まう の 
1 則っ た 独特 の 光沢 を 表現 で きま す 。 で 、 消 い 色 を 慎重 に 重ね る よ 


二 个 うに し て 塗る と 良い で し ょ う 。 
(ーー し て 完成 で す 。 


仕上 げ 


各部 分 の 塗り が 終わ っ た 
ら 全 体 を 見 な が ら 、 雰 囲 
気 や 色 味 が 統一 され る よ 
うに 修正 を し て いき ます 。 
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光 が や や 弱い と 感じ た 
の で 、 カ ー テ ン の 後ろ 
の 光 の 広がり を 少し 大 
きく し まし た 。 
カー テン の 主 線 が 強 す 
ぎる の で 、 ご くわ ず か 
に 確認 で きる 程度 に 薄 
く な る よう 思 消 し ゴム 
ツー ル で 消し ます 。 
W 手前 の カー テン を さら 
に 描き 込み ます 。 
クッ ショ ン に や や 明る 
昌 い 色 で 柄 を 入れ まし 
た 。 控 え め な が ら 華 や 乗算 レイ ヤー を 追加 し 、 カ ゲ を 描き 込み ます 。 
か な 印象 が 画面 に 生ま 色 は 黒 で は な く 、 薄 い 灰 色 が か っ た 紫色 で す 。 
が ます 。 カゲ の 境目 は ぼけ 足 の ある ブラ シ で ぼん や り 
と させ 、 光 の 柔らか さ を 印 象 付け ます 。 





* イラ スト 作例 集 
彼女 の 時 間 


| 


宣教 師 ゴ ンド ルフ 
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天使 と 悪魔 。 ィ チリ 








降魔 時 "アズマ サワ ョ シ 





oo 
寸 








イナ の 宙 


ふじ 





マジ カル キャ ン デ イ 天神 うめ まる 





P.145 ~ P.152 掲載 の カラ ー 
イラ スト を 作者 が ポイ ント を 
解説 し ます 。 





pe P.158 





【 青 橋 の 森 】 
紺野 賢 護 


P.164 





【 彼 女 の 時 間 】 
宣教 師 ゴ ンド ルフ 


【降魔 时 】 
地 ズ スペ サワ 回 


【 チ ャ イナ 乙女 】 


ふじ 





P.154 





P.160 


P.166 





【 天 使 と 悪魔 
イチ リ 


【 ね こみ み 三 姉妹 】 
こ は ら 深 尋 


天神 うめ まる 


< ん ゃ い 
[マジ カル キャ ン ディ 】 っ ] gg 





ビ . 16@ 馬 





ゃ 
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タイ トル : 彼女 の 時 間 


作家 名 : 宣教 師 ゴ コン ドル フ 


【 キ ャ ミソ ー ル 、 ウイ 
ドロ ワー スズ 】 
ツン シ ウ 人 の こら 6560 
真っ 白 な 新品 の も の よ 
り 、 張 り が な く な っ て 
く た っ と し た くら い が 全 
アン ティ ー ク 風 な 雰 囲 
気 が 出 て 素敵 で す 。 
使い 込ん だ 感じ も 、「 特 
別 で は な い 、 い つも 通 


【 フ リル 、 





り 」 の 姿 を 演出 する 良 レー ス 、 リ ボン 】 

い 味 付け に な り ま %9。 描き 方 次 第 で 清 吉 な 感 他 
に も 華やか な 雰囲気 に も 

154 で きる 女の子 な ら で は の 

アイ デバ 
きれ い に 描 く の は な か な 
か 大 変 な の で す が 0 5 

【 寝 室 】・………………… ひよ 

$ 気 に 入り の 本 を 眠く 

な る まで 読ん だ り 、 あ 

ん な こと や そん な こ ご 

を 夢想 し た り と 文字 通 

り 夢 が 広がる 空間 で あ 

り ま す 。 


【 ち ょ っ と だ らし な い 姿 】‥…: 
な か な か 描か れる こと の 少な い シ チュ エー ショ ン 


で す が …… 女 の 子 だ っ て ちょ っ と くら い へ た れ て 
みた いん で す ! 










テー マ は 「 素 の まま の 少女 ]。 
寝室 は と て も 私 的 な 空間 、 と いう こと で 女の子 が あり の まま 
の 姿 で いら れる 自由 な 場所 で す 。 ド レス アッ プ し て 痛 筋 を 伸 
ば し た 姿 は ステ キ で す が 、 好 き な よ うに 自分 の 時 間 を 過ごし 
て いる 姿 も また 違っ た 魅力 が ある も の で す 。 外 で は 決し て 見 
せな い 、 自 分 の 空間 だ け の 秘密 を 覗く の は 、 な ん だ か わく わ 
くし ませ ん か ? 


和 


【 フ リル の 描き 方 】 


フリ ル の 基本 的 な 形 は 、 布 を 規則 的 に 折り た た ん だ 
形状 で す 。 

その 上 部 に ギャ ザー を 寄せ る こと で フリ ル の 形 が で 
きま す 。 た だ や みく も に 波 型 を 描い て も きれ いな フ 
リル は 描け ませ ん 。 

規則 的 な 形 が 並ん で いる こと を 考慮 に 入れ て 描き ま 
し ょ う 。 カ ゲ を 入れ る と き は 、 艇 の 尋 ま っ た と ころ 
を や や 暗く し ます 。 

フリ ル 特 有 の ふん わり と し た 柔らか な 質感 が 失わ れ 
る の で 、 影 は あま り 強 く 入 れ す ぎ な いよ うに 注意 し 
まし ょ う 。 
















【 構 図 】 
く は じ め は こう いう ふう に いこ 
うと 思い まし た が 、 だ らし な 


自分 を 見 て いる よう な 気分 に 
な っ た の で 、 考 え 直 し て 今 の 
形 に な り ま し た ……。 





好き こそ も の の 上 手 な れ 、 と いう つ 言 葉 が あり ます が 、 イ イ 萌 え 絵 を 描く に は 対象 に 愛着 を 持っ て 
熱心 に 描く こと に 尽き る か と 思い ます 。 

好き な も の だ か ら こ そ 、 対 象 を 観察 ・ 研 究 す る と き に は 目 が 鋭く な り 、 作 品 と し て 組み 立て る と 
き に は 魅力 的 に 仕上 が る よう に 一 生 懸 命 に な れ ま す 。 

結果 的 に は イラ スト スキ ル 全 体 の し ベル アッ プ に も つなが る と 思い ます 。 


タイ トル : 天使 と 悪魔 


作家 名 : イチ リ 


キー ワー ド : 天 使っ 子 、 悪魔 っ 子 、 フ ァ ン タ ジ ー 
【 リ ボン 】 の の ひら る ら の ら の の つる 9 の る @ の の 9 で の る 


女の子 らし く て 、 あ る 
だ け で 画面 が 華やぐ の 
で 必ず どこ か に 入れ て 
区 二 未 dz スペ ー ス 
が 余っ た ら り ボン を ひ 
ら ひ ら さ せ て お く と い 
いか も で す 。 


【 ニ ー ソ ックス 】 


156 ハイ ソック ス や タイ ツ 


も いい で す が 、 一 番 フ 
トモ モ が 綺麗 に 見 える 
の で 、 つ い は か せ て し 
まい ます 。 ニ ー ソ か ら 
出 た フト モモ 部 分 の お 
肉 を が に っ と 食い 込ま 
せる と 、 桑 ら か く て お 
いし そう に 見 えま す 。 


テー マ は ギャ ッ プ 萌え と 百合 で す ! 


惑 26o08G 
し た 。 


基本 は 一 般 的 な 天使 悪魔 の イメ ー ジ 要素 を 外見 に 入れ 、 表 情 
や し ぐさ で 性 格 の ギャ ッ プ を 出し て み ま し た 。 
女の子 同士 が 仲良 くく っ つい て る の っ て 、 す ご く か わい いで 


す よ ね 。 


(?) と いう イメ ー ジ が あり ます が 、 真 逆 に し て み ま 







の 、 

【 光 源 】 
すご く 個 人 的 で す が 、「 逆 光 だ と 百合 っ ぽい 」 と 思っ 
て る の で 、 光 源 を 後ろ る に し て いま す 。 パ ー ツ の フチ 
に 明る い 色 で ハイ ライ ト を 入れ て お く と 、 メ リハ リ 
が 出 て いい 感じ で す 。 


普通 は 悪魔 が 天使 を 誘 


@ 
人 
全、 


【 天 使 の 羽 】 
授 け させ て 用 明 感 を 出 
す と 神秘 的 で ファ ンタ 


や シー な 雰囲気 が 出る 気 


が し ます 。 


| [ 感 魔 の し っ ぽ 】 


顔 は 嫌がっ て る けど 


し っ ぽ は 正直 。 と いう 


| こと で 天使 ちゃ ん を 


し っ か り 捕 まえ て ます 。 
し っ ぽ は 表情 以外 で も 
感情 表現 で きる 素敵 な 
部 分 で す 。 


・ キ ャ ラ に 合っ た アク セ サ リ ー な ど を 1 つ 考 えて お 
く と 、 キ ャ ラ に まとまり や 個性 が 出 ま す 。 

今回 は 悪魔 っ 娘 な の で 、 あ まり ひね ら ず に ドク ロ に 
し まし た 。 






・ 悪 魔 と いえ ば 器 出 度 の 高い 黒い 衣装 

短い スカ ー ト ・ ス リッ ト な ど は 、 少 し で も 動く と い 
ろ い ろ と チラ チラ 見 え そ う …… と 妄想 で きる の が す 
ご く 好 き で す 。 






・ 髪 型 も 自由 寿 放 な イメ ー ジ が 出る よう に 長 さ を バ 
ラバ ラ に し て みた り 、 変 な と ころ が 長かっ た り 短 
か っ た り 、 現 実 で は あま り 見 な いけ ど 、 イ ラス ト だ 
と キャ ラ の 個性 を 出し や すい し 、 か わい いで す 。 





・ 規 則 正 し く 髪 型 は ば っ つん に 。 
ふわ ふわ ウェ ー プ も 天使 っ ぽく て 捨て が た か っ た 
で す 。 






WM 
AAW 衣 
W ル 1 / 


・ 天 使 と いえ ば ふわ ふわ の 白い 衣装 

女の子 らし く ワ ン ピ ー ス に し て み ま し た 。 

体 の ライ ン が 出 な い の が 残念 で す が 、 そ の 分 カゲ 
の 表現 で 透け させ て ライ ン を 出し た りす る と 、 い 
や らし く な い エ ロス が 出 て いい と 思い ます (?) 。 


鉛筆 ツー ル で 、 ひ た すら 線 を 引い て いる 
だ け で 、 た いし た こと は し て いま せん が 
ES パー ツ の 色 に 合わ せ て 線 の 色 を 変え 
る と 、 絵 に な じん で 自然 な 感じ に な り ま 
す 。 (例え ば 肌 の 部 分 の 線 は 茶色 、 青 い 
髪の毛 の 線 は 濃い 青色 …… な ど ) 

色 を 変え る 予定 の パー ツ は 細か く レ イ 
ヤー を 分 け て お く と 、 あ と で 色 変 更 する 
と き に 便利 で す 。 











これ か わい いな 、 好 きだ な 、 と いう 要素 を 詰め 込ん で 感覚 で 描い て いる の で 、 今 回 解説 に 苦労 し 
まし た ( 笑 )。 

と りあ え ず 普段 か ら 心 が け て る の は 「 自 分 で 萌え られ る 絵 を 楽し く 描く ! 」 で す 。 

自分 が 萌え る 要素 を 詰め 込み で いっ て 、 自 分 で 萌え る こと が で きれ ば きっ と 共感 し こく れる 人 が 
1 人 くら い は いる は ず ! と 信じ て …… ! 

逆 に 自分 で 萌え な い 、 楽 し く な いも の を 描い て も 、 人 に 伝わり ませ ん 。 

と に か く 、 好 き な も の を 楽し く 描く の が 一 番 だ な 一 と 思い ます ! 


タイ トル : 起動 開始 !! 


作家 名 : 森 堂 ヒロ 
キー ワー ド : ボディ スー ツ 、 ア ンド ロイ ド 








{髪の毛 ]……・| 


パッ ツン 系 。 


【 ボ ディ スー ツ 】… 
と に か く 体 の ライ ン 
(シル エッ ト ) を 見 せ 
る デザ イン に ! 
パイ ロッ トス ー ツ 、 
女の子 アン ドロ イド 

の 女性 シル エッ ト 


[背景 


为 x 力 L<。 


【 コ ー ド 類 】…・… 
繋が っ て いる コー ド 類 。 
どこ に 繋が っ て いる か 
は 不明 。 


【 有 機 物 と 無機 物 】 


く な め ら か さ > と いう 点 で は 似 て いる の か も し れ 
ませ ん 。 


女性 SF が テー マ で し て 、 当初 は より パイ ロッ トス ー ツ っ 
ぽく と 考え て いま し た が 、 背 景 等 の 関係 で 女の子 アン ドロ イ 
ド に し まし た 。 た だ 、 顔 な どの 肌 部 分 を メカ っ ぽく する の は 
好み で は な か っ た の で 、 パ イロ ッ ト ス ー ツ と アン ドロ イド の 
中 間 ぐ らい の 仕上 が り に な っ て いま す 。 

構図 は 、 基 本 的 に は 立っ て いる だ け の 構図 、 ボ ー ズ で す が 、 
直立 不動 だ と つま ら な い の で 体 に ヒネ リ を 加え る こと に より 
動き の 流れ を 作り まし た 。 コ ー ド 類 も 集中 する よう な 流れ を 
作り 、 女 の 子 を 際立た せる よう 意識 し て 描い て いま す 。 


・【 ボ ディ スー ツ 

… (パイ ロッ トス ー ツ ノ 女 性 型 ア ンド ロイ ド ))】 

・ ど うい っ た デザ イン に な ろう と も 、 体 の シル エッ ト が 出る よ 
う 居 ピッ 騙り EGO ま 9 届 

・ 今 回 の デザ イン は 肌 部 分 を 多く し まし た が 、 世 の 中 的 に は 肌 
部 分 は 顔 だ け と いう も の が スタ ンダ ー ド の よう で す 。 

・ 女 性 の 体 の シル エッ ト を 意識 し つつ も 直 何 学 的 な 線 を 大 胆 に 
入れ て いき ます 。 


【 コ ー ド 類 】 の の ら の の の ひら の ら @ ら の の の の の ら の ひら の ら ひ ひる の る の の の の の の も の ら の の の らら の 6 る の の 
・ コ ー ド 類 は いく つが 種類 を 分 け て 描く こと に よ 
り 、 多 少 の こだわ り 感 が 出る よう に し まし た 。 
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: 肌 部 分 亿 志 闪 何 学 的 模样 在 人 
れる こと に より 、 ア ンド ロイ 
ド 的 に な る よう 意識 し つつ 描 
きま し た 。 





【 い ろ い ろ と 顔 ま わり に つい て 】 
(と は 言っ て も 、 皆 知っ て いる 気 が し ます が ) 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。e。。 


萌え っ 娘 に と っ て 顔 は 命 ! 」 
・ ど ん な 目 で も 白目 を 少な め に 描く 。 心 | 
本 好み に より けり 。 
Ir ; 
{0 ・ 鼻 は チョ ン ! 明 弄 は お 好み て で 。 
色 を 入れ る 際 今回 は パッ ツン ! 





鼻 ス ジ は 描か な い 。 


萌え 絵 は シ ンプ ル お 彩色 が 主流 だ と 思う の で す が 、 あ えて 塗り 込ん 々 で み ま し た 。 ご どん な お 部 分 で も 
良い の で 、 変化 を 加え れ ば 新しい 萌え 絵 の 可能 性 が 生ま れる か も し れ ま せん ! 
皆さん の 手 で 新しい 萌え 絵 を 作っ て いき まし ょ う ! 


タイ トル : 降魔 時 


作家 名 : アズ マサ ワ ヨ シ 
キー ワー ド : 制服 、 メ ガ ネ 、 刀 


[メガネ 


メガ ネ を か け て いる の “ 
に 強気 な 女の子 は な か 
な か 良い と 思い ます 。 
普通 の フレ ー ム か セル 
フレ ー ム が 迷い まし た 
が 、「 メ ガ ネ 」 と いう 








印象 が 欲し か っ た の と 、 a 
そこ まで キャ ラ 的 に お 髪 】 

と な し く な く て も いい アシ メ が 好き な の で 、 
ce 手前 と 奥 の 上 髪 の 量 を 若 


レー ム に し まし た 。 千 変 えて いま す 。 ま た 


粗雑 な 印象 に し た か っ 
た の で 、 あ えて 髪 に か 
か る 部 分 の 目 や 眉 毛 は 
完全 に 隠し て いま す 。 


| 


役職 は 大 事 か な と 思い 、 
つけ まし た 。 立場 が 上 
で 気 の 強 い 女 の が た 
まり ませ ん 。 そ れ に コ 
レ が な いと た だ の 「 暴 


【 刀 】 


机 女子 高 生 」 に な っ て 柄 の 部 分 が 最も 楽し く 、 

し まう の で ,G 笑 )。 大 変 な 所 で し た 。 小物 
の 出来 次 第 で 作品 の 印 
象 が 変わ っ て し まう と 
思い ます 。 


テー マ は 「 女 子 高生 x 武 器 ] で す 。 気 の 強 そう な 女の子 が 武 
器 を 振り まわ す シ チュ エー ショ ン が 好き な の で 、 な る べく 追 
力 を 出し た い の と 、 せ っ か くだ か ら 武 器 を 見 せ た い と 思っ た 
の で 、 刀 と 一 目 で わか る 柄 を 手前 に 持っ て きま し た 。 さ ら に 
両手 と 顔 を 三角 で 結び 、 目 線 が 行く よう に と 意識 し て 描き ま 
し た 。 


【 線 画 】 

自分 は ComicStudio と いう ソフ ト で ラフ ー ペ ン 入 れ ま で 仕上 げ て し まい ます 。 
最初 は イメ ー ジ を 固め る た め に いろ いろ 線 を 描き 、 レ イヤ ー を も の すご く 重 ね ます 。 
場合 に よっ て は 回 転 や 拡大 縮小 させ て みた り し て 、 気 に 入る 形 に し ます 。 














大 体 イ メー ジ が 固まっ て きた ら 、 下 書き ペン 入れ を する の で す が 、 ペ ン 入 れ だ け 
は 1 枚 の レイ ヤー に ほとん ど 描 いて し まい ます 。 

ComicStudio で は は み 出し た 線 を 一 発 消 去 で きる 消し ゴム が 使え る の で 、 そ の 機 
能 に あや か る た めで すね 。 


塗り の と き の 選 択 範 囲 作成 の た め に 大 体 の 線 を 描い た ら 、 別 の レイ ヤー に 刀 の 柄 の 
部 分 な ど 、 細 々 と し た 描き 込み を し ます 。 

また モノ クロ 漫画 だ と 手前 に くる 物 の 線 を 太く し ます が 、 カ ラー だ と 線 だ け 際 立っ 
て し まう の で 、 あ まり や り ま せん 。 


作品 に よっ て は パー ツ ご と に 線 の 色 を 変え る こと も し ます が 、 今 回 の は あま り ぼ 
や っ と し た 印象 に し た く な か っ た の で や り ま せん で し た 。 
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いざ 描き 始め て みる と 、 や は り 刀 に 悩み まし た 。 構造 が と て も 複雑 で 、 資 料 と 何 回 も に ら め っ こ 
し た 記憶 が あり ます 。 特 に 一 番 見 せ た い と ころ だ っ た の で 、 ち ゃ ん と 描か な いと 格好 悪い と 思い 、 
何 度 も 描き 直し た の は いい 思い 出 で す 。 

いろ いろ る 悩ん だ り も し まし た が 、 自 分 の 好き な 要素 を 描き 込む こと が で きた の で 、 と て も 楽し か っ 
た で す 。 


タイ トル : ね こみ み 三 姉妹 
作家 名 : こ は ら 深 尋 


キー ワー ド : ネコ 耳 、 武器 、 フ ァ ン タ ジ ー 













【 ネ コ 耳 】 ・‥………・ | 


いろ ん な ネコ 耳 が あり 
ます が 、 今 回 は モ フ モ 
フ に し て み ま し た 。 中 
の 毛 も 描い て あげ る と 
モフモフ 度 が アッ プ し 
て か わい いで す 。 


…【 絶 対 領 域 】 


ズボン や スカ ー ト と 
ニー ソ の 間 の 絶対 領域 
は 目 を 惹く ポイ ント だ 
と 思い ます 。 
【 リ ボン 】………・ 
大 きい リボ ン を 付け る 
と 華やか に な り ま すし 、 
162 女 の ず 度 も アッ プ す る 
と 思い ます 。 
【 し っ ぽ 】 


先 っ ぽ だ け モ フ モ フ 
だ っ た り 、 し っ ぽ も い 
ろ い ろ る バリエ ーション 
つけ る と 楽し いと 思い 
ま 紹 や 


ネコ 耳 の 女の子 と 武器 と ファ ンタ ジー を テー マ に し て み ま 
し た 。 

戦う ね こみ の み 三 姉妹 で す 。 鉄 扇 と 大 剣 と ベル 型 の 鈍器 で す 。 
長女 は 悠々 と し て いる と か 、 次 女 は 無口 だ と か 、 三 女 は 人 
懐 つ こい と か 、 一 人 ひと り の 性 格 を 思い 浮か べ な が ら 描 く 
と 、 表 情 が 出し や すく な る と 思い ます 。 









\ ミ 








_ ES / 用 4 
ペペ / ルコ ミ # む ! 
| NN SS 

ン 1 人 4 『 








3 人 の 色合い を まとめ る の が 大 変 で し た が 、 モ フ モ フ の 「 ね こみ みっ こ 」 を 描く の は と て も 楽し 
か っ た で す 。 

今回 服 を 少し 中 華 っ ぼく し て みた り し まし た 。 裾 の デザ イン を 花びら の よう に し て アレ ンジ し た 
り し て みる の も 、 女の子 らし く て か わい いと 思い ます 。 あと は ほっ ぺ な どぶ ぷに ぷに し て そう な こと 
ころ は 、 曲線 を 駆使 し て 柔らか そう に 描く こと を 心がけ る と いい か と 。「 ね こみ みっ こ 」 も いろ 
いろ バリ エー ショ ン を 付け られ る も の だ と 思う の で 、 自 分 の 一 番 萌え られ る 「 ね こみ みつ ご こ 」 を 
ぜひ 描い て みて くだ さい 。 


タイ トル : 青 横 OO 森 
作家 名 : 紺野 賢 護 


キー ワー ド : ひら ひら 和服 
【 髪 の 万 】 ・……・ 


体 が あま り 動き の な い 
ポー ズ の 場合 、 活 躍 す 
る の は 、「 手 」 か 「 髪 
の 毛 ] で す 。 髪の毛 を 
アグ レッ シブ に 描く こ 
と で 動き に メリ ハリ が 
出る と 思い ます 。 
手軽 な の は 「 あ ほぼ 毛 」。 
気持 ち を 表現 する こと 
だ っ て で きち ゃ う 有 能 
パー ツ で す 。 
多少 オー バー な ほう が 


= 
So 


訪 [ふり ふり 】 








164 着物 の 合わ せ は 間違え 際 あ ら ば ふり ふり させ 
回 へ \' 
て し まう と 厄介 な の で 可 要 5L 训 和 演出 
の 3 に 
a 一 次 元 は 過剰 な くら い 
合わ せ に な り ま す ふり ふり な ほう が キャ 
反転 作業 の に ラ デ ザ が 固まっ て 可愛 
ーー ee 
の 描く の が 面倒 臭く て も 、 
そこ は 腔 で カバ ー ! 
耐え て ! 


ee 


水面 と 体 の 接地 部 分 は 光 を 描い て あげ る と 艶 っ ぽ 
さ が 出 て 〇 。 こ れ ぞ 水 と 女の子 の コラ ボ の 境地 。 
水面 下 に は うっ すら 透け る ライ ン を 見 せる と また 
色っぽ いか も 。 


構図 構成 が と て も 苦手 な の で 、 紙 に 下 描き し た も の を スキ ャ 
ナー で 取り 込ん だ 後 、 回 転 さ せ て みた り し て こん な 斜め な イ 
ラス ト に な り ま し た 。 た ぶん 、 真 横 一 直線 の 絵 よ り マ シ に な っ 
た は ず …… テ ー マ と いう か が 個人 的 萌え ポイ ント は 「 女 の 子 と 
水 」 と いう 組み 合わ せ で す ! シチュ 萌え ? と 言う と 凄い 
自分 変態 な 気 が し て 嫌 な ん で す が ( 笑 ) で も 水 っ て 描く の 
楽し いん で す よ …… ! 


1 





ee ーー ーー モス ドーロ ーー ペニー ニー 


i 回 転 さ せ た り 反転 させ な が ら 自 由 な 線画 を 引く よう 意識 し ま 

す 。 ま た 髪 な ど 重 な り の 部 分 が 面倒 は さと ころ は 、 レ イヤ ー を 
2 枚 用 意 し て 、 上 の レイ ヤー に は み 出 し や 重なり を 気 に せ 
ず に ライ ン を 引い て 、 下 の レイ ヤー( こ れ が 基本 の 線画 レイ 
ヤー に な り ま す ) に 結合 する と き に 重なり を 綺麗 に 消し て や 
る と 、 描 き 忘 れ や ミス を 防ぐ こと が で きま す 。 





塗る 手前 の 線画 が 完成 し た 状態 。 下 描き に 乗算 で 線 
画 を 重ね て いま す 。 こ こ か ら 塗 っ て いき ます 。 私 は 
背景 を 先 に 塗り ます が 、 背 景 が 塗り 終わ る まで この Nd 
下 描き は 脳 内 の イメ ー ジ を 保つ た め に 消さ ず に 残し 2 
て お きま す 。 人 


私 は キャ ラ 以 外 、 線 画 を あま り 描き ませ ん 。 線 画 を SU M 
描か な いこ と で 思う 存 分 描き 込め ます し (忙し いな ら SS 
省略 する こと も 出来 ます )、 そ れ に 目立た せ た い の は 
キャ ラ だ か ら で す 。 目立た せ た い キャ ラ や 対象 物 は 








は っ きり 線画 を 描く と 効果 的 で し ょ う 。 oe ba 
3 に Re 
線画 を 描か な いで < 
塗る も の た ち 。 カ 本 
ゲ を 描い て 光 で 存 
在 感 を 出し ます 。 





区 奢 8e 药 Don 辣 < KS 


【 お 花 を それ っ ぽく eoneeeeeeeeee 


一 般 的 な 離 弁 花 の 花 は 「 黄 金 角 ]」 と 呼ば れる 137.5* の 角度 で 花びら を 開き ます 。 0 
さら に 花びら の 枚数 も 「 フ ィ ボ ナッ チ 数 」 と 呼ば れる 「5、8、13、21……」 
の 枚数 に 揃え る と 、「 美 し い 印象 ] を 与え る (と 言わ れる ) 花 に な り ま す 。 と @ 


。 19 の 
ek 






いつ も 似 た よう な 色 で 似 た よう な 絵 を 描い て し まう 、 自 覚 は 有る の よ ! な 紺野 で す 。 それ を 
正当 化す る わけ で は あり ませ ん が 、 や は り 折 角 描 く イ ラス ト 、 自 分 が 大 好き な 有 要素 を た くさ ん 取 
り 込ん で 楽し く 描 きた いも の で す ! 

イラ スト を 最後 まで 描き 上 げ る の に 一 番 大 切な 部 分 で は な いか な 一 と 思い ます 。 

自分 が 好き な 色 を 見 つけ て 、 自 分 の 萌え ポイ ント も 見 つけ て 、 楽 し く 描き まし ょ うー ! 
楽し く 描 いた と き 、 き っ と それ は 相手 に 伝わる は ず で す ! 
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タイ トル : チャ イナ 乙女 


作家 名 : ふじ 
キー ワー ド : チャ イナ 朋 、 武器 、 髪 の 毛 
[ 哺 罗 有] 


長く て 流れ る 髪の毛 は と ーー 地 
画面 を 華やか に し て く P 









れる と 思い ます 。 生 き 記 1 6 

物 の よう に う ね う ね と 下 【 チ ャ イナ ドレ ス 】 
自由 自在 に 動か し て み 請 体 の ライ ン が 流れ る よ 
る と 面白 いか も し れ ま | うに 見 え 、 チ ャ イナ 服 
せん 。 独特 の スラ ッ と し た 雰 


、 囲 気 と 露出 に 萌え を 感 
じ ま す 。 ド レス の デザ 
イン に よっ て は 、 ミ ニ 


J スカ や ロン グ な どい ろ 
a いろ アレ ンジ で きま す 。 
/ :【 中 華 風 飾り 】 
) 有 。 ガラ ス or 陶器 製 ツ ヤ 
の 1 ツヤ ピカ ピカ 感 を 出し 
ウン タル ーー トー “大 に ds 
履き に くそ うな ヒモ : 
Me ンコ ボース の 1 つ 【 リ ボン 】 
て 履い て いる の か は ファ ンタ ジー 系 だ と 意 
描い た 本 人 に も わか 味 な く リ ボン を 巻き 付 
り ま せん が 、 履 き に ける と 、 か わい く て 朝 
くそ うだ か ら こ ぞ 萌 えま す 。 交差 させ た り 、 
えた り し ます 。 きつ く 巻 いて 女の子 の 
柔らか い お 肉 を 食い 込 
ませ る よう に する と 、 


セク シー な 感じ が 表現 
D で きま す 。 

[手の平 】 

普通 の パー より も 中 指 と 薬指 を くっ つけ る と 、 女 性 


らし さ が 出 ます 。 指先 も 少し と ん が っ た 風 に する と 、 
すら っ と し な や か が で 綺麗 な 指 に 見 えま す 。 


テー 本 チャイ ナド レス を 本 で す 。 
チャ イナ ドレ ス の 、 体 の 凹凸 が は つっ きり わか る 作り や 大 胆 な 
スリ ッ ト か ら の ぞ く 定 、 体 を くね ら せ る と わか りや すく 見 え 
る S 字 ライ ン 、 見 え そ う で 見 えな いな ど 、 ド レス に は 色々 お 
い し いと ころ が ある と 思い ます 。 
あと 長い 髪の毛 や 細い 紐 が 細か く 滑 ら か に 流れ る と こも ポイ 
ント で す ! 


・【 チ ャ イナ ドレ ス 】 


・ チ ャ イナ ドレ ス の ポイ ント は 、 上 品 な 雰囲気 
に 深い スリ ッ ト | | 
素材 や 質感 か ら 「 上 品 」 な イメ ー ジ が ある チャ 
イナ ドレ ス で す が 、 丈 が 長い と 横 に 深い スリ ッ 
ト が あっ て 足 が 太 服 ま で 見 えた り と 、 大 胆 な 衣 
装 で も あり ます 。 







・ 体 の ライ ン が わか る 

普通 の チャ イナ ドレ ス だ と すら っ と し て 「 お 姉 
さん 」 チッ ク に 見 えま す が 、 か わい らし い フ リ 
ル を 入れ る こと に よっ て 「 女 の らし い 見 せ 
方 も で きま す 。 


スリ ッ ト の 深 さ 。 
下着 ギリ ギリ だ と 萌え 。 も し か し て 「 は いて な 
い 」 と いう 可能 性 も …… ?3 ( 笑 ) 


・ 大 事 な の は 費 感 と 構造 

刃 部 分 と 柄 部 分 の 貿 感 の 違い に 気 を 付け 
ます 。 装飾 部 分 は 飾り が 邪魔 に な る くら 
いつ け て も 可愛 らし く な り ま す 。 


・ お し と や か な 女の子 に 武器 

か わい らし い 女 の 子 に 鋭利 な 刃物 や 梶 棒 
な ど を 持た せる と 、 ギ ャ ッ プ が 出 て いい 
と 思い ます 。 


花 で 隠し た りす る と か わい らし く な り ま す 。 
お 団子 の 場合 、 結 び 目 を 中 心 に 髪 を ぐる ぐる 巻く と よし 。 


【 髪 型 】 全 \ 
ツイ ン テ ー ル は 朝 の 王道 髪型 だ と 思い ます ( 笑 )。 結び 目 を SS AS 
(NY / 


と りあ え ず 「 自 分 が 萌え て 楽し けれ ば いい や ! 」 と 思っ て 描い て まし た 。 そ れ で 誰か が 萌え て く 
れ た らい いな ー と 思っ て ます 。 そ し た ら S 字 ラ イン や ら ス リッ ト や ら 際 どい の ば か り に な り ま 
し た ( 笑 )。 

長い 髪の毛 が いろ ん な 方 向 に 揺れ た り 流 れ た りす る の が 好き な の で 、 よ く ぶ ふわ ぶ わ さら さら させ 
ます 。 好き な も の を 楽し く 描 く の が 一 番 の コツ だ と 思い ます 。 

あと 煮詰まっ た ら 、 作 業 中 断 し て 思い 切っ て 別 の こと や っ た り し て 、 改 め て 絵 を 見 て みる と 新 し 
い 萌 え が 思 いつ く か も し れ な いで す 。 
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タイ トル : マジ カル キャ ン デ ィ 


作家 名 : 天神 うめ まる 


キー ワー ド : 変身 魔女 っ 娘 


【 ア ン テ ナ Ko 
(アホ 万)】・… 
妖気 を キャ ッ チ する た ( 
め に も 、 な く て は な ら 
な い 存 在 だ と 思い ます 。 


[魔女 っ 娘 

・ 。 ステ ッ キ ]】 

キラ キラ を 振り まく 憧 
れ の アイ テム で す 。 








大 好き で す 。 う な じ が 
見 える と ころ が と て も 
良い で すね 。 後 れ 毛 が 
出 て いた りす る と 更に 
素敵 だ と 思い ます 。 ンス 
We (人 レン ン , 
SEA EN 
[ 手 ] .… $s っ li | い ui 
168 指 の 先 ま で 表情 を 出し NL.。 で ……【 フ リル と 
た いで す 。 # を の } = » リボ ン 】 
小指 は 何 か に つけ 立っ ' - , a A 萌え に は 欠か せな い ア 
て る 感じ で 。 全 人 AN a 本 イ テ ム だ と 思い ます 。 








【 ニ ャ ンコ 的 な 何 か 】 
そこ に いる だ け で 上 萌え ます 。 


テー マ は 、 変 身 魔 女 っ 娘 で す 。 SW NN や 
女の子 が フリ フリ 衣装 を 着 て 、 戦 つた り 人 助け を し た りす る | ププ ト ジ 
ー 生 懸命 な 姿 は と て も 可愛 らし いと 思い ます 。 YS 
女の子 同士 の 友情 も 見 逃 せ ませ ん 。 


…【 フ リル 】 
. フリ ル は S の 字 の 集まり で 描い て いま す 。 

お 洋服 の ふち に 厚み を 作っ た り 裏 側 を 見 せ た り する 
と 、 そ れ ら し く 見 える と 思い ます 。 

また 、 シ ワ を 描く と き に 線 に 強弱 を つけ る と 、 深 い 
シワ と 浅い シワ 、 陰 影 が 表現 で きる と 思い ます 。 
お 洋服 の シワ は 難し い の で 、 実際 に 自分 で 似 た よう 
な 服 を 着 て みて 観察 を する と 、 わ か りや すく な る と 
思い ます 。 時 

















人 物 も で きる だ け パ ー ス ライ ン を 意識 し て 配置 する よう 
に 描い て いま す 。 

そう する と 、 人 物 の パー ツ の 比率 も わか りや すく な り ま 
すし 、 角 度 の つい た 絵 も 描き や すく な り ま す 。 ま た 、 多 
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魔法 で 出し た キャ ン デ ィ ー を 舐め る と 、 い ろ い ろ な 職業 に 変身 だ ! と いう コン セプト で 描か せ 
て 頂き まし た 。 と て も 楽し か つた で す …… ! 

描き た いと 思っ て いる 女の子 が どん な 性 格 で どん な 世界 に 住ん で いて 、 そ の 世界 で どん な 生活 を 
送 つ て いる の か …… それ を 考え る と 、 そ の 女の子 を 絵 で 表現 する た め に は 何 を 描い た ら 良 い の か 
が 自然 と 決ま っ て くる と 思い ます 。 

可愛 いく て 好き と いう 気持 ち が 萌 え だ と 思っ て ます の で 、 常 に アン テ ナ を 高く し て 、 い ろ ん お 物 
に 興味 を 持ち 、 好 き に な り た いで す 。 

絵 は 、 見 て くれ た 人 に 何 か を 伝え て くれ る 物 だ と 思っ て ます 。 自 分 が 可愛 いと 思う 女の子 を た く 
さん 描い て 、 こ ん な 女の子 が 好き な ん だ よー~ ! と いう 気持 ち が 少 し で も 伝え られ た ら 良 いな と 
つま dj 























1 枚 の イラ スト を 描き 上 げ る と き に 、 ま ず 大 事 な の は 構図 で す 。 例 えば 1 人 
の 女の子 を 描こ うと 思っ た と き で も 、 ど の よう な ポー ズ に する か 、 ど こ に 配 
置 す る か な ど 、 構 図 に よっ て 究 囲 気 も 萌え ポイ ント も 変わ っ て きま す 。 

と こ で 、 構 図 を 決め る と き に 考え る 点 を 挙げ て お きま す 。 


ち で は な く 、 な に か し ら の ポー ズ を 決め て いる こと が 多い で す 。 1 枚 絵 だ 
か ら 描 ける 決め ポー ズ や 、 萌 え キ ャ ラ な ら で は の し ぐさ な ど で 、 和 魅力 的 な 
女の子 を 描き まし ょ う 。 


めど うい う 配 置 に する か ?…… 女 の 子 の 全身 図 を 入れ る か 、 パ スト アッ プ に 
、 / する か 、 そ れ と も 顔 だ け に する か …… そ れ に よっ て イラ スト も まっ た く 違 
1 = ラ も の に な り ま す 。 全 身 の 場合 は か ら だ の ポー ズ や し ぐさ な ど に 重点 を お 
トノ ) き 、 克 だ け の 場合 は 目 や 且 な ど を し っ か り 描き まし ょ う 。 バスト アッ プ ヤ や 
お 尻 ま で の イラ スト の 場合 は 、 手 や 胸 、 お 尻 な ど 、 ど こ か に 目 を 引く よう 
な し か け を 作り まし ょ う 。 


」⑨ 目 線 は どこ に ある か ? …… 1 枚 の イラ スト の 場合 、 キ ャ ラク ター は カメ ラ 
| | 目線 で ある こと は 多い で す 。 カ メラ 目線 で は な い 場 合 、 ど こと を 向い て いる 
| の か 、 向 いた 先 に は 何 が ある の か な ど 、 考 えて 描き まし ょ う 。 目 線 だ け で 
な く 、 カ メラ アン グル も 重要 で す 。 


特に 1 人 の 女の子 を 描く 場合 は 、 い か に 鉱 力 的 な 人 物 を 描く か で 、 イ ラス ト 
の 完成 度 が 変わ っ て きま す 。 細 か いと ころ まで し っ か り 描 きこ み ま し ょ う 。 
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萌え 用 語 解説 


厚 塗 り 

油絵 の よう に 、 同 じ 場 所 に 何 度 も 色 を 重ね て 、 重 み 
の ある 色 で 塗る 塗り 方 の こと 。 一 枚 の レイ ヤー の 中 
で 重ね て 塗っ た り 、 背 景 か ら 塗っ て いく こと が 多い 。 
も し く は 、 下 の レイ ヤー の 色 を 残し た まま 、 レ イヤ ー 
を 重ね て 塗る こと 。 


アニ メ 塗 り 

は っ きり と し た 色 で 、 カ ゲ の 境 も は っ きり させ た 、 
アニ メ の よう な 塗り 方 の こと 。 デ ジタル 加工 を も っ 
と 加え る と 、 独 特 の キラ キラ 感 や 光 が 当て られ る た 
め 、「CG 塗 り ]」 と 呼ぶ こと も ある 。 基本 的 に 肪 度 
は 高め 。 


アホ 毛 

前 髪 の 付 け 根 や つむ じ か ら 一 房 と び は ね て いる 髪 の 
毛 。 寝 ベ せ で は な い 。 か な り 重 力 に さか ら っ て いる 
が 、 ア ホ 毛 が ある と 、 女 の 子 の 魅力 や 元気 いっ ぱい 
の 様子 な ど が 表現 で きる 。 


ゴス ロリ 

ゴシック & ロ リー タ の 略称 。 白 と 黒 を 基調 と し た 
ゴシック 調 の 服装 の こと 。 特 徴 と し て は フリ ル や 
レー ス を ふん だ ん に 使っ て いる ドレ ス や ワン ピー ス 、 
ヘッ ドド レス や 白 タ イツ 、 厚 底 の 靴 な ど で ある 。 


SA Il 

イラ スト ペイ シト ソフ ト 。 RGB モ ーー ド の W み だ 7 が 
値段 も 税込 5000 円 で 、 そ の 値段 の 割 に 多様 な 機能 
と わか りや すい ツー ル 配 置 の お か げ で 、 初 心 者 か ら 
プロ まで 広く 使用 され て いる 。 


絶対 領域 

ミニ スカ ー ト や 短パン 、 制 服 の スカ ー ト と 、 ニ ー ハ 
イ の 間 の 太もも が 見 えて いる 部 分 を 指す 。 絶 対 領域 
は 狭 す ぎ ず 、 広 すぎ ず が 鉄則 で ある 。 


1 和 病理 ret 


CE EE CE 1 CC C1 EEC tt 1 


ー * 了 ー ~~ ~ ー 


Ba Je を 6 で we wi we milW Se nie * * Ye 


ツイ ン テ 
髪 を ふた つ に わけ て 、 耳 の 上 あたり で 結ぶ 髪型 。 萌 
え 系 で は 王道 & 鉄 板 の 髪 型 。 


ツン デレ 

基本 的 に いじ っ ぱり で 強気 な キャ ラク ター が 、 た ま 
に 素直 に な っ た り 照 れ た りす る こと 。 天邪鬼 な 性 格 。 
ツン デレ こそ 萌え の 王道 。 


ニー ハイ 

オー バー ニー の ハイ ソック ス の こと 。 基本 的 に は 黒 
の ニー ハイ が 多い が 、 縮 々 の 柄 や 水玉 な ども 可愛 い 。 
左右 柄 違 い の ニ ー ハ イ も オシ ャ レ と し て は く 場 合 も 
ある 。 


Pixiv 

イラ スト 投稿 型 S N S。 無料 で ユー ザー 登録 が で 
き て 、 イ ラス ト の 閲覧 、 投 稿 が で きる 。 イ ラス ト 
は 10 点 満点 で 評価 する こと が で きた り 、 お 気 に 入 
り の イラ スト を ブッ クマ ー ク で きた り 、 好 き な ユ ー 
ザー を お 気に入り 登録 する こと が で きる 。 


太もも 

萌え キャ ラ な ら で は の 大 事 な ポ イン ト 。 細 い 太 も も 
より も 、 適 度 に お 肉 が つい て いる の が 一 番 可 愛 い と 
され る 。 ニ ー ハ イ を は く と お 肉 が ぷに っ と 食い こん 
で いる と 萌え る 。 


ヤン デレ 
病 ん で る デレ の 略 。「 あ な た が 好き すぎ て 殺し た い 」 
と いっ た よう な 病 的 な 愛 の 形 を 見 せる 。 ス トー カー 
気質 も ここ に 入る 。 ヤ ン デ レ を 発揮 し て いる と き の 
表情 や 声 は 、 た と え 見 た 目 が 可愛 い 女 の ず で も 、 か 
な り 怖 い 。 
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イラ スト レー ター。 紹 介 


ES 兴国 = < 


曲 | ト Q7 ( (http: NN Salural nejp/) 


縛 え っ こ が 描 きた い 和 皆様 は じゅ まし て 、 - 遇 本 を 申し ます 。 
今回 は 萌え イラ スト の 描き 方 に つい て お 手伝い を させ て いた 
だ き 、 自 分 自身 も と て も 勉強 に な り ま し た 。 
表現 は 誰 で も どん な も の で も 自由 で す が 、 そ の 幅 を 広げ る た 
め に は 技術 や 知識 は 大 事 な も の と 思い ます 。 
、、、 本 書 は その 手助け と な る 存在 と し て 、 ま ず は 見 よう 見 まね か 
ら 、 そ し て 自分 の か わい いと 思う 萌え 絵師 求 し て いた だ け 
れ ば と 思い ます 。 
た だ 個人 的 に は 萌え 絵 に は マニ ュ ア ル な ん て も の は な く て 、 
- か わい いと 思う も の を か わい く 描 く ! っ て 気持 ち が 一 番 な 
ん じゃ な いか っ て 常々 思っ て 描い て いま す 。 
これ を きっ か が け に 絵 を 描き 始め よう と 思っ た 皆さん が いる と 
する な ら ば 、 苦 し く て も そう いう 気持 ち を 忘れ な いで 、 ず っ 
と お 絵描き を 続け て ほし いと 心から 応援 し て いま す 。 
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守 教 師 ゴ ンド ルフ 


赤い ガラ ス の 宮殿 


(http://www.geocitiesjp/redglass_palace/) 














こ は ら 深 尋 


Panoramica 
(http://koham.sakurane.jp/) 








二 の 区 和 区 
紺 挟 員 護 


う に ぐる (http://unitya.nobody.jp/) 











a Dr 
大 神 刁 坊 去 可 全 人 


purichike (http://purichike.sakuranejp/) 


「 誠 アス マサ ワ ヨ シ 


。 | AA・ 上 L・ 上 上 (httpz//all0102.blog76.c2.com/) 


ふじ 








N 。 
さ が の あお い 
AQUA-BRAND (http://a-sagano.ouchito/) 
「 可 愛 く な て れ 一 」 と 念じ な が ら 描 く と 、 魅 力 が アッ プ す る 


上 | 顔 の 表情 だ け で な く 、 手 の 仕 種 を 指先 まで 丁寧 に 描く と 、 
キャ ラ が 一 層 活 き て くる と 思い ます 。 私 も 上 手 く な り た い 
で す …… 1 


8 余 屋 (http://kagamichaya.sakura.ne.jp/) 


いろ いろ な アニ メ を 見 て 、 い ろ い ろ な 漫画 を 読ん で 、 い ろ い ろ な ゲ 
ー ム を や っ て 、 自 分 の 好み の 絵柄 と か 、 自 分 の 好み の キャ ラク ター 
を 見 つけ て 、 その 絵柄 に 近づけ る よう に 練習 する と いい か も し れ ま 
せん 。 あ と は 情熱 ある の み で す 史 
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: あと が き 


「 上 彰 え キャ ラク ター の 描き 方 』」 、 い か が だ っ た で し ょ うか ? 


萌え キャ ラク ター を 描き た い ! と 思っ て も 、 今 まで な か な か 上 手 く 描け な い 、 ま た 、 
どう 描い た らい い の か わか ら な い 、 と 悩ん で いた 人 も 多かっ た と 思い ます 。 

萌え キャ ラク ター を 描く に は 、 既 存 の 萌え キャ ラク ター の 模写 か ら 学 志 と いう の も 1 つ 
の 方 法 だ と 思い ます が 、 そ れ よ り も まず 萌え キャ ラク ター の も と と な る 「 女 の 子 」 の 構造 
を 研究 する こと か ら 始 め た ほう が 、 女 の 子 を 可愛 く 見 せる た め の 「 萌 え ポ イン ト 」 が 把握 
し や すい の で は な いか と 思い ます 。 


萌え キャ ラク ター を 描く の に は リア ル な デッサン 力 が 必要 と いう わけ で は あり ませ ん 。 

デフ ォ ル メ の 産物 で ある 「 萌 え キ ャ ラク ター」| は 、 人 体 の 基本 的 構造 さえ 把握 で き て いれ 
ば 、 も と も と 曲線 的 で し な や か で 柔らかい 肉体 を 持つ 女の子 、 あ と は どの よう に 可愛 く 、 
いと し く 、「 萌 える 」 よう に 見 せる か を 工夫 すれ ば 良い の で す 。 


本 書 で は 萌え キャ ラク ター を 描く ポイ ント と し て 、「 顔 & 表 情 ]」「 プ ロ ポ ーション | 「 仕 
種 (ポー ズ )」「 フ ァ ッ ショ ン 」| を 挙げ ま し た 。 今 ま で 知ら な か っ た 基礎 テク ニッ ク が ふん 
だ ん に 盛り 込ま れ て いる と 思い ます 。 自分 の 萌え キャ ラク ター を 描く うえ で も 参考 資料 に 
な り ま すし 、 ま た 「 萌 え ] を 見 せる テク ニッ ク を 学ぶ こと で 、 自 分 が 想う 「 萌 え 」 を 盛り 
込ま せ て 表現 する こと も で きる よう に な る と 思い ます 。 


「 萌 え ] の 表現 を 学 記 こと で 、 自 分 の 中 に ある 「 萌 え ] を 確認 で きる は ず で す 。 

自分 は 、 女 の 子 の どう いう 部 分 に 「 萌 え ] を 感じ る の か ? 愛らしい 笑顔 か ? し な や 
か な スタ イル か ? し と や か な 所 作 か ? 女の子 に し か 着る こと が で き な い 華やか な ファ 
ッ シ ョ ン か ? 

「 萌 え | は 抽象 的 な も の で 、 そ の 感じ 方 は 人 に より 千 差 万 別 で す 。 

絶対 的 に これ だ と 定義 付け られ る も の で は あり ませ ん 。 自分 が 想う 「 萌 え ] を どう や っ 
て キャ ラク ター に 投影 し て 描け ば いい の か ? 


その た め に 本 書 が お 役に立て られ れ ば 、 著 者 と し て 幸い で す 。 


伊原 達矢 
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ふり 向く ポー ズ は 何故 美しく 見 える の で し ょ うか …… 


正面 や 横 か ら 人 体 を 観察 する と 、 顔 が よく 見 える [ 
だ け で な く 、 胸 と 腰 に よっ て で きる ゆる や か な S 字 
) ラ イン が 将 力 的 で す 。 腰 や お 尻 の 曲線 が 美しく 描け 
ン る の で 、 絵 画 の 世界 で も 、 後 ろ 姿 は 好ま れ て いま す 。 
正面 、 側 面 、 後 ろ を 1 枚 の 絵 で 描こ と うと する の は 無 
理 な 話 で す が 、「 ひ ね り 」 を 使う と 比較 的 近い も の に 
な り そ う で す 。 ふ り 向く ポー ズ は どう で し ょ うか が 。 
顔 は 描 ぎ や すい 斜め 、 胸 は 側面 で シル エッ ト 化 され 、 
~、 腰 と お 尻 が 正面 に 近い 斜 あ に な る と 、 体 の 面 が 多様 
に な り 、 立 体感 が つけ や すく な り ま す 。 最初 は 正面 
や 側面 、 後 ろ 姿 の 練習 が 基本 に な り ま す が 、 体 の 安 
定 感 を あえ て 少し 崩し た 「 ひ ね り 」 ポー ズ で 、 よ り 
印象 的 な 萌え キャ ラ を 描い て み ま し ょ う 。 


角 丸 つぶ ら 





一 著者 紹介 Ao どう 圏 ス タッ フン Staf 
伊原 巡 矢 ( い は ら ・ た つや ) ィ @ カ バー デザ イン 
1966 年 生ま れ 。 埼玉 県 八潮 市 出身 。 日 “人 > < 

本 デザ イン 専門 学校 卒業 後 、 漫 画家 ・ 
村上 も と か 氏 、 魚 戸 お さむ 氏 、 石 川 サ 
ブロ ウ 氏 の アシ スタ ント を 経て 、1993 
年 に TSOUND OF SILENCE」 (小学 
館 ) で デビ ュー。 著書 に 「 カ サ プ ラ ン 
カ 』 (幻冬舎 ) 等 多数 。 
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学 と 高校 で は 美術 部 部 長 を 務め る 。 実 質 は マン ガ 研 究 会 8 

此 ガ ンダ ム 懇 談 会 と 化し て いた 美術 部 と 部 員 を 守護 し 、 久松 緑 

現在 活躍 中 の ゲー ム や アニ メ 関 係 の クリ エー ター を 至 成 。 谷村 康弘 人 示 ビー ジャ パン ] 
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萌え キャ ラク ター の 描き 方 、、 一 
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